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平
成
十
五
年
一
月
一
日
よ
り
、
人

権
擁
護
委
員
と
し
て
活
動
い
た
だ
い

て
い
ま
す
森
紘
さ
ん
（
内
橋
一
区
）

が
、
多
年
に
わ
た
っ
て
人
権
擁
護
活

動
に
尽
く
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
五

月
二
十
九
日
（
金
）
に
福
岡
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
長
よ
り
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
私
た
ち
の
人

権
に
関
す
る
身
近
な
相
談
相
手
で
す
。

　

主
な
活
動
は
、
福
岡
法
務
局
（
常

設
）
や
粕
屋
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
相

談
を
受
け
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
人

権
啓
発
に
つ
い
て
も
「
人
権
の
花
」

運
動
や
街
頭
啓
発
、
講
演
な
ど
を
行

っ
て
あ
り
ま
す
。

　

当
町
で
は
年
六
回
、
人
権
養
護
委

員
四
人
に
よ
る
特
設
人
権
相
談
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
内
の
問
題
、
近
隣
と
の
ト
ラ

ブ
ル
、
い
じ
め
な
ど
子
ど
も
の
人
権

に
関
す
る
問
題
、
差
別
の
問
題
な
ど

非
常
に
幅
の
広
い
相
談
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
む
ず
か
し
い
手

続
も
な
く
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。

〈
次
回
の
特
設
人
権
相
談
〉

●
日
時　

八
月
四
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
十
時
〜
午
後
三
時

●
場
所　

粕
屋
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
問
い
合
わ
せ

　

粕
屋
町
総
務
課
庶
務
係

    

9
3
8

-

2
3
1
1（
内
2
2
3
）

　　

新
森
祥
爾
教
育
委
員
が
平
成
21
年

6
月
23
日
で
任
期
満
了
と
な
り
退
任

さ
れ
ま
し
た
。
長
い
間
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。

　

後
任
に
は
、
井
上
和
弘
氏（
長
者
原

上
区
在
住
）
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

井
上
氏
は
、
38
年
間
県
立
高
校
で
教

育
に
携
わ
ら
れ
校
長
で
定
年
退
職
を

さ
れ
て
い
ま
す
。
退
職
後
は
、
粕
屋

町
民
生
委
員
・
児
童
委
員
主
任
児
童

委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
現
在
は
、

粕
屋
町
就
学
前
児
童
施
設
運
営
審
議

委
員
会
委
員
を
務
め
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
粕
屋
町
の
教
育

行
政
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
た
だ
け

る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

池
見
桂
子
教
育
委
員
は
、
平
成
21

年
7
月
5
日
で
2
期
目
の
任
期
満
了

を
迎
え
ら
れ
ま
す
が
、
引
き
続
き
3

期
目
の
就
任
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
実
践

を
生
か
し
、
ま
た
女
性
の
立
場
か
ら

も
更
な
る
貢
献
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
教
育
委
員
の
構
成
は
、
次

の
と
お
り
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　このコーナーでは、あなたの
まわりの身近な出来事や話題を
待っています。
　電話で結構です。粕屋町広報
広聴係まで。井上  和弘 氏

池見  桂子 氏

教
育
委
員
人
事

安
河
内 

勢
士

池
見　

 

桂
子

井
上　

 

和
弘

中
前　

 

美
絵

大
塚　
　

 

豊

委  

員  

長

委
員
長
代
理

委　

    

員

委　

    

員

教  

育  

長

森 　 紘　氏

人
権
擁
護
委
員
の

森  

紘 

さ
ん
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

粕
屋
町
町
民

囲
碁
将
棋
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

■
粕
屋
町
囲
碁
将
棋
実
行
委
員
会
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出
会
い
・
ふ
れ
合
い
・
貢
献
の
旅

〜
宝
珠
山
で
の
体
験
活
動
を
通
し
て
〜

粕
屋
西
小
学
校　

６
年

 あめの中を黙々と働く子どもたち 

歴史の重みを感じた田植え 

別れを惜しんで握手する子どもたち

　

７
月
５
日
（
日
）、
中
部
消
防
署
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
、
団
長
以
下
1
5
5
名

が
参
加
し
、
平
成
21
年
度
粕
屋
町
消

防
団
ポ
ン
プ
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
蒸
し
暑
い
中
、
各

分
団
と
も
約
１
か
月
間
に
わ
た
る
訓

練
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
よ
う
と
、

力
い
っ
ぱ
い
競
技
に
取
り
組
み
、
お

互
い
の
技
を
競
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

団
員
の
皆
さ
ん
本
当
に
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。

　

な
お
、
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
大
会
結
果
】

◎
自
動
車
の
部

優　

勝　

本
部
分
団
（
粕
屋
町
役
場
）

準
優
勝　

第
４
分
団
（
戸
原
分
団
）

第
３
位　

第
２
分
団
（
上
大
隈
分
団
）

◎
小
型
の
部

優　

勝　

第
９
分
団
（
若
宮
分
団
）　

　

平
成
21
年
度 

粕
屋
町
消
防
団

ポ
ン
プ
操
法
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
５
日
（
日
）、
中
部
消
防
署
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
、
団
長
以
下
1
5
5
名

が
参
加
し
、
平
成
21
年
度
粕
屋
町
消

防
団
ポ
ン
プ
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
蒸
し
暑
い
中
、
各

分
団
と
も
約
１
か
月
間
に
わ
た
る
訓

練
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
よ
う
と
、

力
い
っ
ぱ
い
競
技
に
取
り
組
み
、
お

互
い
の
技
を
競
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

団
員
の
皆
さ
ん
本
当
に
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。

　

な
お
、
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
大
会
結
果
】

◎
自
動
車
の
部

優　

勝　

本
部
分
団
（
粕
屋
町
役
場
）

準
優
勝　

第
４
分
団
（
戸
原
分
団
）

第
３
位　

第
２
分
団
（
上
大
隈
分
団
）

◎
小
型
の
部

優　

勝　

第
９
分
団
（
若
宮
分
団
）　
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国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
が
施
行
さ
れ
、
介

護
保
険
分
の
限
度
額
が
被
保
険
者
間

の
負
担
の
公
平
及
び
中
間
所
得
層
の

負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
平
成
21
年

４
月
か
ら
10
万
円
に
引
き
上
げ
に
な

り
ま
し
た
。

　
　
　
　

　
　
　
　

　

平
成
21
年
度
よ
り
、
国
民
健
康
保

険
税
の
減
免
に
関
す
る
規
定
が
出
来

ま
し
た
。
風
水
害
や
失
業
・
倒
産
な

ど
に
伴
い
所
得
が
激
減
す
る
方
な
ど
、

減
免
に
該
当
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
申
請
が
遅
れ
ま
す
と
減
免

出
来
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
と
き
に
該
当
し
ま
す

▽
風
水
害
な
ど…

資
産
の
３
分
の
１

以
上
の
損
害
が
あ
る
場
合
。

▽
所
得
の
激
減
な
ど…

今
年
中
見
込

所
得
額
が
3
0
0
万
円
以
下
で
、
前

年
中
よ
り
も
30
％
以
上
所
得
が
減
少

す
る
場
合
。（
た
だ
し
、
自
己
都
合
退

職
や
定
年
退
職
は
除
き
ま
す
）

　

毎
年
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の

１
年
間
、
医
療
機
関
に
か
か
ら
れ
な

か
っ
た
被
保
険
者
（
40
歳
以
上
、
国
民

健
康
保
険
税
完
納
世
帯
の
方
）
に
対
し
、

無
受
診
者
表
彰
と
し
て
記
念
品
を
お

送
り
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
平
成
21

年
度
か
ら
財
政
事
情
な
ど
に
よ
り
廃

止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ

　

粕
屋
町
国
保
健
康
課

　
　
　
　
　
　
　

国
民
健
康
保
険
係

　

☎（
９
３
８
）
２
３
１
１

　
　
　
　
　

内
線
４
４
５
・
４
４
６

　　
　　

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
ら
れ
て

い
る
方
は
、
８
月
３
日
（
月
）
か

ら
８
月
31
日
（
月
）
ま
で
の
間
に
、

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
ら
れ

て
い
る
方
は
、
８
月
11
日
（
火
）

か
ら
９
月
10
日
（
木
）
ま
で
の
間

に
、
現
況
届
及
び
所
得
状
況
届

（
用
紙
は
役
場
に
あ
り
ま
す
）
の

手
続
の
た
め
、
粕
屋
町
役
場
年
金

係
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

 

こ
の
届
出
に
よ
っ
て
、
引
き
続

き
手
当
を
受
け
る
資
格
が
あ
る
か

ど
う
か
が
審
査
さ
れ
ま
す
。
受
給

資
格
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合

は
、
12
月
以
降
に
改
め
て
証
書
が

交
付
さ
れ
、
８
月
分
か
ら
の
手
当

が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

所
得
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
届
出

は
必
ず
必
要
で
す
。

 

な
お
、
７
月
に
封
書
で
案
内
文

書
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

送
付
さ
れ
て
き
た
封
筒
（
茶

色
）
・
ハ
ガ
キ
・
証
書
・
印
鑑
・

そ
の
他
必
要
な
も
の
を
持
っ
て
来

て
く
だ
さ
い
。

 
ま
た
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
け

ら
れ
て
い
る
方
の
な
か
で
、
６
月

下
旬
に
「
児
童
扶
養
手
当
の
受
給

に
関
す
る
重
要
な
お
知
ら
せ
」
・

「
児
童
扶
養
手
当
一
部
支
給
停
止

適
用
除
外
事
由
届
出
書
」
が
送
付

さ
れ
て
い
る
方
は
、
現
況
届
と
一

緒
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

粕
屋
町
国
保
健
康
課
年
金
係　

☎(

９
３
８) 

２
３
１
１

　
　

内
線
４
４
３
・
４
４
４

《
み
ん
な
で
創
ろ
う

  

ゆ
と
り 

い
き
い
き 

ふ
れ
あ
い 

か
す
や
》

〜
身
体
を
喜
ば
す
た
め
に
〜

　

社
会
体
育
活
動
は
、
主
と
し
て

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
活
動
で
す
が
、

軽
ス
ポ
ー
ツ
は
病
気
に
負
け
な
い

健
康
づ
く
り
と
い
う
効
果
も
あ
り

ま
す
。
団
体
で
活
動
を
す
れ
ば
チ

ー
ム
メ
イ
ト
と
い
う
仲
間
づ
く
り

も
で
き
ま
す
。

　

体
育
指
導
委
員
が
勧
め
て
い
る

軽
ス
ポ
ー
ツ
体
験
と
体
力
測
定
の

機
会
を
気
軽
に
活
用
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

体
を
動
か
す
楽
し
み
を
家
庭
で

満
喫
す
る
と
い
う
の
も
、
子
育
て

に
と
っ
て
大
切
な
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。
何
の
役
に
立
つ
の
だ
ろ

う
と
疑
問
視
す
る
の
で
は
な
く
、

気
持
ち
を
前
向
き
に
し
て
取
り
組

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

〜
心
を
喜
ば
す
た
め
に
〜

　

芸
術
文
化
活
動
に
つ
い
て
は
、

音
楽
会
、
映
画
会
、
展
覧
会
、
講

演
会
、
発
表
会
な
ど
が
サ
ン
レ
イ

ク
か
す
や
・
粕
屋
フ
ォ
ー
ラ
ム
な

ど
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
に

一
度
の
文
化
祭
も
多
く
の
人
が
参

加
し
て
い
ま
す
。

　

少
し
の
暇
を
見
つ
け
て
出
席
し

て
み
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
、
見

聞
を
広
め
て
い
け
ば
関
心
を
と
ら

え
る
も
の
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
心
を
揺
さ
ぶ
る
感
動
に

向
か
っ
て
、
粕
屋
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

集
め
ら
れ
て
い
る
あ
ら
ゆ
る
分
野

の
書
籍
の
世
界
を
ゆ
っ
た
り
と
散

歩
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

心
の
豊
か
さ
を
楽
し
ん
で
い
る

た
く
さ
ん
の
仲
間
が
皆
さ
ん
の
訪

れ
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〜
ま
か
ぬ
種
は
生
え
ぬ
〜

　

土
質
も
良
く
日
当
た
り
も
良
い

か
ら
と
い
っ
て
も
、
種
を
ま
か
な

け
れ
ば
何
も
生
え
て
き
ま
せ
ん
。

　

身
体
や
心
の
喜
び
の
種
を
ま
く

場
所
は
す
ぐ
そ
ば
に
あ
り
ま
す
。

忙
し
い
暮
ら
し
の
中
で
こ
そ
、
感

動
と
い
う
果
実
が
必
要
で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
種
を
ま
い
て
い

け
ば
、
喜
び
い
っ
ぱ
い
の
町
と
な

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
【
社
会
教
育
委
員
の
会
】

変
更
前
９
万
円

　
　

 

←

変
更
後
10
万
円

国
民
健
康
保
険
税
の

減
免
に
関
す
る

規
定
が
出
来
ま
し
た

無
受
診
者
表
彰
制
度
が

廃
止
さ
れ
ま
し
た

国
民
健
康
保
険
税
の

介
護
保
険
分
限
度
額
が

引
き
上
げ
に
な
り
ま
し
た

児
童
扶
養
手
当
・
特
別

児
童
扶
養
手
当
を
受
け

ら
れ
て
い
る
皆
さ
ま
へ



　健康かすや２１ダイジェスト版はもうお手元に

届いたでしょうか。健康かすや２１は平成１６年

から５つの作業部会に分かれて活動してきました

が、５年間の活動を終え、作業部会の構成を見直

しました。今年度から「塩分チーム」と「過食・脂

ものチーム」を統合して、新たに「食」そのものを

テーマとした「食チーム」として活動することにな

りました。

生活習慣病の予防のための健康講座や、塩分や脂

肪分を少なくした食事の紹介や試食などの活動を

予定しています。

食生活を見直しま
しょう

健康かすや２１作業部会
　　　　　新・食チームのご紹介

・ なるべく塩辛い食べ物を減らしましょう。
・ しょうゆのかわりに、ポン酢やレモンなどの
　酸味を利用しましょう。
・ 調理は蒸したり、焼いたりして油を控える
　工夫をしましょう。
・ 食事はゆっくり噛んで、腹八分目。

一人一人が心がけましょう

がん検診の申し込みはお済みですか

がん検診の申し込みはお済みですか

がん検診の申し込みはお済みですか

がん検診の申し込みはお済みですか

　

【各種がん検診】健康センター実施分
●内容・対象者　胃がん、肺がん、大腸がん（40歳以上）、前立腺がん

　　　　（50歳～80歳男性）、結核レントゲン検査（65歳以上）、

　　　　肝炎ウイルス（40歳のみ、今まで検査を受けたことのない方）

●検診日　９月１日（火）・２日（水）・28日（月）・29日（火）

　　　　　11月４日（水）・５日（木）・６日（金）

●内容・対象者　子宮がん（20歳以上、今年度偶数年齢の女性）、乳がん

　検診（40歳以上、今年度偶数年齢の女性）、骨量測定（40歳～70歳 5歳刻み節目）

●健診日　10月29日（水）・30日（金）・11月９日（月）・10日（火）

＊がん検診は、健康保険の種類にかかわらず受診できます（町民の方が対象）。ただし、職場など

でがん検診の受診機会のある方やすでに治療中の方は受診の必要はありません。

〈申込み方法〉

〈自己負担〉

　胃がん：400円、肺がん：100円、大腸がん：200円、前立腺がん：200円、

　結核レントゲン：無料、子宮がん：300円、乳がん：500円、骨量測定：200円、

　肝炎ウイルス：200円

＊医療機関でがん検診を申し込まれた方は、健康センターでのがん検診は受けられません。

【国保特定健診】
●内容・対象者　身体測定、胸囲、診察、血液検査、尿検査（粕屋町国民健康保険加入の40歳～

74歳）

●健診日　９月13日（日）・14日（月）【今年度最終日】

●問い合わせ　粕屋町 国保健康課 健康推進係

健診予約
ダイヤル 電話受付時間：平日午前9時～午後5時

９３８ー２４２１
検診を受けるには電話予約が必要です。受付初日は混雑が予想されますが
ご了承ください。（なお、健康センターにお電話されても予約はできません。）

☆希望の方は健診予約ダイヤルに期間内に電話申し込みしてください。

　予約された方には検診日の1週間前までに受診ハガキを送付します。

電話申込み期間：8月１0日(月)～12日（水）(各種検診日の人員が定員になりしだい終了)

6
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　現在のテレビ放送（地上アナログ放送）は、2年
後の平成23年7月24日までに終了して地上デジ
タル放送に移行します。地上デジタル放送に移行す
ると、これまでのアナログテレビではテレビ放送を
見ることができなくなります。
　総務省では、地上デジタル放送を楽しむために

無料の説明会や戸別訪問を予定していま
すのでお知らせします。詳しくは、説明実
施1～2週間前に全世帯に案内チラシが
配布されますので、ご参照願います。

テレビについて 大切なお知らせです
地上デジタル放送 受信説明会と戸別訪問を実施します。

※ご高齢の方や障がいをお持ちで、説明会会場への来場が困難な方は、
　戸別訪問を計画しています。詳しくは、案内チラシをご覧ください。

午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後

柚須区

上大隈区、江辻区、戸原区
大隈区、長者原上区、長者原中区、酒殿区
長者原下区、内橋一区
内橋二区、内橋三区
朝日区、長戸区
多の津区、サンライフ区
甲仲原区
駕輿丁区、花ヶ浦区
乙仲原東区、乙仲原西区
若宮区、原町区
阿恵区

実施予定日 実 施 地 区

9月11日（金）

9月14日（月）

9月15日（火）

9月16日（水）

9月17日（木）

9月18日（金）

9月19日（土）

※午後7時30分～午後8時30分まで

●日時  9月11日（金）～9月19日（土） 【午前は10時～11時まで、午後は2時～3時まで】
●会場　各区公民館

【地上デジタル放送全般に関する問い合わせ】

【説明会に関する問い合わせ】

総務省地上デジタルテレビジョン
　　　　　　　　　放送受信相談センター
☎0570-07-0101（平日9：00～21：00、
　　　　　　　土・日・休日9：00～18：00）

総務省 福岡県テレビ受信者支援センター
　　　　　　　　　　　　　　　（デジサポ）
☎534-7411（平日9：00～18：00）

粕屋町　説明会開催予定

地デジ詐欺にご注意ください！
問い合わせ

　テレビの地デジ対応やアンテナ交換などを口実に料
金を請求したり、総務省やテレビ局などの関係機関の職
員をかたり、手数料などを架空請求する悪質な事例が発
生しています。
　地デジ対応で、総務省やテレビ局、その他関係機関が
お金を請求することは一切ありません。このような請求
を受けた時は、すぐに支払わず、総
合通信局（総務省出先機関）、お近
くの警察又は消費生活センターに
ご相談ください。

敬
老
祝
金
を
支
給
し
ま
す

敬
老
祝
金
を
支
給
し
ま
す

●対象者　8月1日現在粕屋町にお住まいで、上記の方に支給します。 　●支給金額　1万円
●支給時期　該当者に9月中にお届けします
●問い合わせ　粕屋町介護支援課高齢者支援係　　☎938-2311（内線555）

古 希（満70歳）
喜 寿（満77歳）
傘 寿（満80歳）
米 寿（満88歳）
卒 寿（満90歳）
白 寿（満99歳）
満100歳以上

節目の年
昭和 14年  4月1日   ～   昭和 15年  3月31日
昭和   7年  4月1日   ～   昭和   8年  3月31日
昭和   4年  4月1日   ～   昭和   5年  3月31日
大正 10年  4月1日   ～   大正 11年  3月31日
大正   8年  4月1日   ～   大正   9年  3月31日
明治 43年  4月1日   ～   明治 44年  3月31日
明治 43年  3月31日以前に生まれた人

対象生年月日
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No.65

育てよう 
子どもの手による子ども会

リーダー研修会を開催
　第１回ジュニアリーダー（ＪＬ）研修会と第１
回子ども会リーダー研修会を開催いたしました。
　ＪＬ研修会は６月１３日（土）・１４日（日）の
一泊２日で行い、ＷＡＫＡＢＡ会員間の結束・親
睦を図るためと、お兄さん、お姉さんとしての子
ども会指導についての技術力向上を目的に行いま
した。
　子ども会リーダー研修会は、６月２１日（日）
に地域子ども会のリーダーを育成する目的で、約
６０名の小学生が参加して行いました。当日は育
成会長会・子ども会指導者代表者会も同時に開催

し、午前中はＪＬ指導でレクリエーションダンス
やゲームを楽しみ、午後はそれぞれに分かれ、子
ども会リーダーは「夏祭り」の計画を、指導者は
「子どもの手による子ども会の育成」についての
グループ討議を行いました。研修会で身につけた
ものを活かし、今後子どもたちの話し合いの中で
子ども会が企画・運営される地域が増えることを
期待しております。

ジュニアリーダー研修会
新宮高校２年 （内橋２区）　日比生 利輝

　今回の研修は、ジュニアリーダー（ＪＬ）とし
ての自分たちの技術力と「ＷＡＫＡＢＡ」の結束
力を高めるために行いました。研修会前から全体
を３グループに分け、ＪＬ研修会・ＪＬ研修会で
のレク・子ども会リーダー研修会をそれぞれが担
当して、自分たちで企画・運営するようにしまし
た。僕たちのグループはこのＪＬ研修会全体の企
画から運営までを担当しました。
　研修会当日、新たに２名の会員も加わり、２１ 名のＪＬが参加して子ども会リーダー研修会に向

けての話し合いやレクリエーションを行いまし
た。この研修会で感じたことは、１年生がだいぶ
成長し、話し合いのときなど積極的に参加し、ま
わりを見て行動できるようになったと思います。
　初めて研修会の企画から運営までを担当し、最
初は有意義な研修会が行われるか心配でしたが、
みんなが楽しんでいる顔を見て安心し、また自信
がつきました。今後、この経験を活かしてＪＬ活
動を頑張っていきます。

子ども会リーダー研修会
大川小 ５年（内橋２区）　長 虎太郎

　今日は、朝からリーダー研修会がありました。
初めての研修会だったので何があるかわかりませ
んでした。ダンスや自己紹介ゲームなどいろいろ
楽しいことがありました。この中でも一番楽しか
ったのはドッジビーでした。学校でもやっていて
楽しく、ルールもドッジボールと同じなので、次
の研修でもしてもらいたいです。
　午後は夏祭りをテーマにみんなで話し合いをし
ました。夏休みに内橋２区でも夏祭りがあるので
、この話し合ったことをいかしたいです。内橋の
夏祭りでは、ほかに負けない出し物をしたいと思

います。
　また、２回目の研修会でもいっぱい楽しいこと
があるのかなぁーと楽しみにしています。今日は
ありがとうございました。

い

い
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○
親
子
料
理
教
室
開
催

　

６
月
27
日
（
土
）、
中
央
保
育
所
の

５
歳
児
を
対
象
に
「
親
子
料
理
教
室
」

を
健
康
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し

た
。
こ
の
教
室
は
、「
粕
屋
町
子
育

て
応
援
団
:
健
や
か
な
育
ち
チ
ー

ム
」
が
食
進
会
の
協
力
を
得
て
、
保

育
所
の
５
歳
児
を
対
象
に
開
催
し
て

い
る
も
の
で
、
す
で
に
大
川
・
仲
原
・

西
保
育
所
は
終
了
し
、
今
年
度
３
回

目
に
な
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
保
育
所
給
食
セ
ン
タ
ー
の

重
松
栄
養
士
か
ら
『
あ
い
さ
つ
を
し

ま
し
ょ
う
』
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し

た
。

　

☆
い
た
だ
き
ま
す
…
た
だ
「
た
べ

ま
す
」
と
い
う
の
で
は
な
く
い
ろ
い

ろ
な
動
植
物
の
「
命
を
い
た
だ
い
て

ま
す
」
と
い
う
意
味
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

☆
お
ご
ち
そ
う
さ
ま
…
ご
馳
走
と

書
い
て
「
馳
け
走
る
」
と
い
っ
た
意

味
を
も
っ
て
い
ま
す
。
食
材
を
育
て

る
人
、
収
集
、
運
搬
す
る
人
、
調

理
、
盛
り
付
け
す
る
人
な
ど
た
く
さ

ん
の
人
が
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
感

謝
し
て
食
事
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

お
話
の
後
は
、
料
理
の
作
り
方
の

説
明
が
あ
り
、
い
よ
い
よ
班
に
分
か

れ
て
調
理
実
習
。
メ
ニ
ュ
ー
は
中
華

筍
お
こ
わ
・
コ
ー
ン
ス
ー
プ
・
大
根

サ
ラ
ダ
・
栗
大
福
の
４
品
で
す
。
子

ど
も
た
ち
は
野
菜
を
切
っ
た
り
炒
め

た
り
、
あ
ん
こ
を
丸
め
た
り
、
中
に

は
卵
を
落
と
し
た
り
、
大
変
に
ぎ
や

か
な
楽
し
い
親
子
料
理
教
室
で
し

た
。

　

調
理
後
は
み
ん
な
で
楽
し
く
会
話

し
な
が
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。
手
間

ひ
ま
か
け
て
自
分
で
作
っ
た
分
、
お

い
し
さ
も
ひ
と
し
お
だ
っ
た
よ
う
で

す
。

　

参
加
者
か
ら
、
次
の
よ
う
な
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
お
母
さ
ん
か
ら
）

・
野
菜
嫌
い
で
毎
日
苦
戦
し
て
い
ま

す
が
、
料
理
教
室
で
は
自
分
で
切
っ

た
野
菜
や
苦
手
な
ご
飯
ま
で
食
べ
て

い
ま
し
た
。

・
家
で
は
絶
対
に
食
べ
な
い
野
菜
を

子
ど
も
が
全
部
食
べ
て
い
て
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。

・
メ
ニ
ュ
ー
を
聞
い
た
と
き
「
大
丈

夫
か
な
？
」
と
不
安
で
し
た
が
、
皆

さ
ん
親
切
に
教
え
て
い
た
だ
い
て
、

お
い
し
く
で
き
た
な
と
思
い
ま
し

た
。

（
子
ど
も
か
ら
）

・
お
も
し
ろ
か
っ
た
。

・
野
菜
を
切
っ
た
の
が
楽
し
か
っ
た
。

・
ご
は
ん
と
コ
ー
ン
ス
ー
プ
が
お
い

し
か
っ
た
。

・
お
う
ち
で
大
福
を
作
り
た
い
。

　

一
部
の
み
の
ご
紹
介
で
し
た
が
、

皆
さ
ん
楽
し
く
充
実
し
た
一
日
で
し

た
。
次
回
は
秋
に
粕
屋
わ
か
ば
保
育

所
の
皆
さ
ん
と
開
催
す
る
予
定
で

す
。         

○
プ
レ
ー
パ
ー
ク
が
や
っ
て
き
た

　

６
月
27
日
（
土
）、
西
保
育
所
で
プ

レ
ー
パ
ー
ク
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
、
参
加

組
数
49
組
、
参
加
者
数
約
1
4
0
名

と
今
ま
で
で
最
も
多
い
参
加
数
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
父
親
の
参
加

は
、
49
組
中
10
組
で
、
前
回
と
同
様

に
２
割
程
度
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
受
付
で
ノ
ー
テ
レ
ビ
推

進
の
チ
ラ
シ
と
カ
ー
ド
を
配
布
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
テ
レ
ビ
を
見
る
時

間
を
減
ら
し
て
、
外
遊
び
を
す
る
時

間
を
増
や
そ
う
と
い
う
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

次
回
か
ら
は
、
開
催
場
所
を
幼
稚

園
な
ど
に
移
し
て
活
動
を
拡
げ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、「
粕
屋
町
子

育
て
応
援
団
:
父
親
の
育
児
参
加
チ

ー
ム
」
が
企
画
し
た
も
の
で
、
父
親

と
外
で
遊
ぶ
機
会
を
作
る
こ
と
で
父

親
の
育
児
に
か
か
わ
る
時
間
を
増
や

す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

子
育
て
支
援
課
（
子
育
て
応
援
団

事
務
局
）

　
　
　

☎（
９
３
８
）
２
３
１
１

　
　
　

・
内
線
５
２
３

☆ 
子
育
て
応
援
団
ニ
ュ
ー
ス
☆

妊
娠
期
か
ら
の
子
育
て
を

応
援
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
14
日(

日)

、
健
康
セ
ン
タ
ー

に
て
「
日
曜
パ
パ
と
マ
マ
の
た
ま
ご

学
級
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
第
１
子
を
妊
娠
中
の
38

組
の
ご
夫
婦
の
参
加
が
あ
り
、
梯
裕

子
先
生
の
講
演
「
生
ま
れ
た
日
か
ら

結
ぶ
赤
ち
ゃ
ん
と
の
き
ず
な
〜
あ
っ

た
か
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
〜
」
や
新
米
パ

パ
に
妊
婦
体
験
・
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風

呂
入
れ
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
体
験
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
し
た
パ
パ

か
ら
は
、「
妊
婦
さ
ん
の
大
変
さ
が
わ

か
っ
た
」「
育
児
に
積
極
的
に
参
加
し

た
い
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
回
は
10
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

粕
屋
町 

国
保
健
康
課 

健
康
推
進

係
（
粕
屋
町
健
康
セ
ン
タ
ー
内
）　

　
　
　

☎（
９
３
８
）
２
３
１
１

　
　

・
内
線
５
２
４

　

赤ちゃんの
人形で着替え
の体験中

38組の
ご夫婦、
計77名の
参加でした

ち   

そ
う
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※電話番号を確認の上、お掛け
　ください。教室案内教室案内

お知らせお知らせ

粕屋町総合体育館（かすやドーム）
　粕屋町駕与丁3-2-1　☎９３９－５１３０

★ホームページ（教室案内・お知らせなども…）

 http://www.kasuyadome－sc.jp/

軽体操室での教室受講には、トレーニング修了証が必要となります

　　■体育館　平日　　　　１０：００～２２：００
　　　　　　　土・日・祝　　９：００～２１：００
　　　　　　　(施設予約受付時間は閉館30分前まで）
　　■プール　平日　　　　１０：００～２１：３０
　　　　　　　土・日・祝　１０：００～２０：３０
　＊毎週月曜日（祝日除く）は休館日となります。祝日の場合の教室は全てお休みとなります。

営
業
時
間

　●トレーニング室・弓道場など･･･午後5時～営業　●プールアリーナ･･･終 日 休 館

　★ショート・レギュラー教室が受け放題のレインボーパス（3,000円）

※8月は休館日ありません

十分に休憩を取りながらこま
めな水分補給に心がけ運動し
ましょう。スポーツドリンク
のような糖分・塩分のある飲
み物がおススメです。

熱中症に気をつけましょう

※8月2日 (日 )は糟屋地区体育大会
　　及び スイムフェスタのため
・トレーニング室・
　弓道場など  ･･･午後5時～営業
・プールアリーナ･･･終 日 休 館

日 月 火 水 木 金 土

５
12
19
26

３
10
17
24
31

７
14
21
28

１
８
15
22
29

２
９
16
23
30

４
11
18
25

６
13
20
27

★【初回のみの講習+トレーニング体験】
　受講後、修了証カードを発行します
　   平日　  土日祝
①11：00　11：00
②13：00　14：00
③15：00　17：00
④19：00
開始５分前までに体育館受付まで
体育館シューズ・ウェアが必要

★施設利用料 (2時間）
・体育館（当日2時間）及び、
 トレーニング室
　300円　一般
　150円　高校生・65歳～
・プールアリーナ
　400円　一般
　300円　高校生
　200円　小・中学生・65歳～
　100円　幼児

トレーニング講習会 施設利用料

施設
利用料
＋200円

水泳帽が
必要

ドームキッズ プロジェクト2009
夏休み（7/19～8/31）

その１…こどもスポーツ｢１００スポ｣夏休み企画
　　　　種目･･･ドッジボール(すべての曜日）
　　　　　火曜(女子限定クラス)
　　　　　水曜(全学年クラス)　　　17:00～18:00
　　　　　金曜(1年生限定クラス) 
※夏休み期間だけ→木曜(全学年クラス) 10:30～11:30　　

その２…かすやドーム探検隊
　　　　　めったに見れないドームの裏側探検
      　　　8月の予定は、6日･20日の木曜(2回)
　　　　　　　　　　　　　11:30～12:00(30分)

その３…かすやドームものづくり教室
　　　　　前回好評につき大工教室8月開催予定

その４…8月21日(金)　ハンドボールクリニック開催
　　　　　10:00～12:00　国内トップ選手たちが来ます

その５…8月27日(木)　こどもスポーツ夏休み企画
　　　　100スポドッジボール大会開催　10:00～13:00
などなど…ほかにも企画進行中です
　詳しくは、ホームページや館内チラシにて告知いたします。ご不明
な点はお問い合わせください。

こどもスポーツ 
ステージ1・ステージ2・ステージ3 ※時間などはお問い合わせください。

夏休み期間も実施

・施設利用料＋200円
　●水中ウォーキング　火曜 13:00～（30分）
　●はじめての水泳　  金曜 13:00～（30分）
・施設利用料＋500円
　●種目別スイムレッスン　火曜 13:00～，20:20～（40分）
　●アクアビクス　　　　　 水曜 13:30～（40分）

　　 体育館（アリーナ）

・施設利用料＋200円
　○ソフトバレーボール教室　 水曜　11:30～（90分）
　○バレーボール教室          木曜　13:00～（90分）
〔8月より休講の教室情報〕
　○みんなでテニス 火曜 14:00～
　○みんなでピンポン 水曜・木曜・金曜 14:00～
　＊9月より再開する予定となります

対象：大人
　　（高校生以上の方）

水泳教室
・大人水泳（各16名×8クラス）
　　　受付開始：新規の方…ただ今受付中
・子ども水泳（各20～30名×10クラス）　
　　　受付開始日：新規の方…8月8日（土）9:00～
　 　　　

【第2期】　
大人…10,000円（10回）
子ども… 7,000円（10回）

テニス教室

落とそう脂肪教室

・大人テニス（各10名×4クラス）　
・子どもテニス（各10名×4クラス）　サブアリーナ
・幼児テニス（各10名×1クラス）　
　　受付開始日：新規の方…8月23日（日）13:00～

定員：限定 5名　料金：10,000円/8回　(トレーニング＋カウンセリング料込)
　受付開始日：8月5日（水）10:00～

　受付場所：水泳教室･･･プールアリーナ ２Ｆにて
 　　　　　　　　　　  その他教室･･･体育館受付にて
＊受講料金をご持参の上お申し込みください
＊各教室の詳細は館内チラシ、ホームページなどでご確認ください
＊各教室とも定員に達ししだい締切ります

◎大人はじめてクラス  ※9月より水曜クラス（12：15～13：15）を新設
　  ９月クラス・・・水曜クラス2,250円/3回（9/2・9・30)
　　　　　　　　  木曜クラス2,250円/3回（9/3・10・24)
　  受付開始日：8月20日（木）12:00～

【第3期】　
大人…10,000円（8回）
子ども･幼児… 8,000円（8回）

【第3期】9月2日～スタート

平成21年度　9月～開講 各教室
申込み受付開始日のご案内

　　 プールアリーナ
対象：大人
　　（高校生以上の方）
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■開館時間　　　9：00～22：00
■予約受付時間　9：00～21：00

■ホームページアドレス
　http://www.town.kasuya.fukuoka.jp/shisetsu/sun_top.html

このページに関する問い合わせは、☎931－3309『サンレイクかすや』まで

主催：粕屋町・粕屋町教育委員会

8月の催し物

9月の催し物
開催日 会場催 事 名

５
日
(土)

27
日
(日)

19
日
(土)

～

21
日
(月)
(祝)

受付　12：30　 開会　13：00

開場　13：30　 開演　14：00

同和・人権問題啓発
講演会

19日（土）

20日（日）

21日（月）

9：00～20：00

9：00～18：00

スタインウェイを弾こう

落語二人会

開催日 会場催 事 名

６
日
(木)

８
日
(土)

粕屋町戦没者慰霊祭
開場  9：00　 開演  9：30

●問い合わせ　粕屋町社会福祉協議会
☎938-6844

ワンコイン・チャリティー
ひまわりコンサート

開演　13：00

※催し物は変更及び追加することがあります。
　あらかじめご了承ください。

※ 　　・・・・・さくらホール

・・・・・多目的ホール

フロアコンサートは、２階ラウンジにて開催する
鑑賞無料のコンサートです。お気軽にお越しください。

8月23日(日)　14:00～

納涼コンサート
9月19（土)・20日（日）・21日（月・祝）　さくらホール

9月5日(土)　さくらホール

9月27日(日)　さくらホール

落語二人会
三遊亭 小遊三
三笑亭 夢之助

8月1日（土）よりサンレイクかすや窓口にて受付開始。定員となりしだい、締切り
とさせていただきます。

使用料 ： 町内 ￥1,000/1時間　
　　　    町外 ￥1,500/1時間
　　　　　 ※(1人2時間まで)

前売券￥2,000
当日券￥2,500

～夏の終わりに贈る名曲の数々～

〈出演〉粕屋町の音楽を考える会

夏の昼下がり、音楽に涼を
　　　求めてみてはいかがですか

世界のプロが認める“スタインウェイ”を演奏してみませ
んか。個人演奏に限らず、楽器を持ち込んでのアンサンブ
ル練習にもおすすめです。

開場  13：30  開演  14：00

講師　前北朝鮮による拉致被害者家族連絡会
　　　　　　　　　　　　代表　横田　滋氏

演題「ブルーリボンに祈りをこめて」

当日は展示ホールにおきまして、拉致問題関係の写真展を開催
します。たくさんの方のご来場をお待ちしております。

●問い合わせ　部落解放同盟表粕屋地区協議会
　　☎938-4821　　

主催：粕屋町・粕屋町教育委員会

〈出演〉

全席
指定 ※未就学児のご入場はご遠慮ください。

8/1（土）より受付窓口にて発売

受付　12：30　　開会　13：00

ワンコイン・チャリティーワンコイン・チャリティー
　　　　　　　　　　ひまわりコンサートひまわりコンサート

開場開場　12：30　　　12：30　　開演開演　13：00　13：00

ワンコイン・チャリティー
　　　　　ひまわりコンサート

開場　12：30　　開演　13：00

スタインウェイを弾こう

同和・人権問題啓発講演会

牟田直美と歌の仲間牟田直美と歌の仲間牟田直美と歌の仲間
8月8日(土)　さくらホール8月8日(土)　さくらホール8月8日(土)　さくらホール

●問い合わせ　ハーモニックコスモスKasuya
　☎938-9048

●問い合わせ　ハーモニックコスモスKasuya
　☎938-9048

●問い合わせ　ハーモニックコスモスKasuya
　☎938-9048

～歌は友だち　歌を歌う友だち　
　　　　　　　　歌を聞いてくれる友だち　集まれ～
～歌は友だち　歌を歌う友だち　
　　　　　　　　歌を聞いてくれる友だち　集まれ～
～歌は友だち　歌を歌う友だち　
　　　　　　　　歌を聞いてくれる友だち　集まれ～
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10：00～18：00（火・水・木・土・日）
10：00～19：00（金曜日のみ）　

開館
時間

粕屋町立図書館　☎939－4646
http://lib.town.kasuya.fukuoka.jp/
http://lib.town.kasuya.fukuoka.jp/mobile.html

問 い合わせ
HPアドレス
携帯版ＨＰアドレス

No.110

☆あかちゃん向け
　　７日、２１日（第１・第３金曜日）　午前11時～
☆ちいさい子向け
　　１４日、２８日（第２・第４金曜日）　午前11時～
☆おおきい子向け
　　１日、８日、１５日、２２日、２９日（毎週土曜日）
　　　　　　　　　　　　　　　　　午前11時～
☆小学生向け
　　２日、１６日(第１・第３日曜日)　午後３時～
●場所　粕屋町立図書館１階　おはなしのへや

今月のおはなし会

休 館

休 館

休 館

休 館

休 館

日 火 水月 木 金 土

7

14

21

28

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

4

11

18

25

6

13

20

27

5

12

19

26

8 が つ

館内整理日

夏休み工作教室

は、休館日です。

●8月8日（土）　午後2時～午後4時30分
●場所　　粕屋フォーラム２階視聴覚室

「恐怖の報酬」

　職にあぶれた男たちがうろつく町、ベ
ネズエラのラス・ビエドラス。そこから
500キロ離れた油田で大火災が起きた。
消火には爆風を使う以外ない。高額の報
酬のために、4人の男たちがトラックでニ
トログリセリンを運ぶ仕事を引き受けるが
…。サスペンス映画の傑作。

１９５２年/フランス/１５０分
監　督　アンリ＝ジョルジュ・クルーゾー
出　演　イヴ・モンタン
　　　　シャルル・ヴァネル　ほか

小学生★夏休み納涼おはなし会

●８月７日（金）午後３時３０分～（４０分くらい）

●粕屋フォーラム２階　視聴覚室

●出演：古賀 敬子さん

　8月は1年のうちで一番図書館の利用が多くなり
ます。静かに読書を楽しみたいのに周りが騒がし
い、宿題に使う本なのに前の人が返してくれない
など、ご不満が多く寄せられる
時期でもあります。図書館を
気持ちよく利用できるよう、
皆さまのご協力をお願い
いたします。

ちょっと暗くした部屋で、
怖いおはなしを
聞きませんか。
（今年は小学生以上の人限定です）

小学生★夏休み工作教室　

●８月２５日（火）　午前１０時１５分～正午

●場所：粕屋フォーラム２階  視聴覚室
「勾玉をつくろう！」（定員５０名）

※申込みが必要です
カウンター申込み受付  8月8日（土）から
電話申込み受付  8月11日（火）から

◆絵本原画展：9月9日（水）
                       ～9月23日（水・祝）

◆９月１３日（日）午後１時３０分～午後３時

定員80名　3歳以上（90分のおはなしが聞ける方）
申込み8月25日（火）～電話申込み可
※生後半年～未就学児の託児あり　要申込み

飯野和好講演会
「おっと、痛快絵本の読み語りの旅でい!粕屋の宿」

「ねぎぼうずのあさたろう」
シリーズで大人気の 
飯野 和好 先生が

粕屋フォーラムへやってきます。

※期間中 14日・17日休館日

「ねぎぼうずのあさたろう その７」
「ふようどのふよこちゃん」

展示作品

当日著作をご購入の方に、講演後サイン会あり

飯野和好・
絵本原画展のおしらせ

まが

（託児は15名まで）
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丸囲い部分が町立てされた原町の様子（明治34年大日本帝国陸地測量部作成図に加筆）

博多から原町旧道へと入る入口付近（右が県道607号線）

か
す
や
歴
史
探
訪

か
す
や
歴
史
探
訪

【
第
十
七
話
】

原
町
旧
道

新
長
者
町

街
道
と
町（
中
編
）

　

間
の
村（
町
）

☎
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小学校・幼稚園・保育園の通学路。
もたちが安全に通れるように。
浦信号～仲原小学校・幼稚園

ばるっ子通り
花ヶ浦ちびっこ通り

①せせらぎ通り
集落内にせせらぎ水路が流れる
ほかには見られない景観。
江辻信号付近～江辻公園付近

②いちょう通り
なのはな通り
ひまわり通り
コスモス通り
江辻通り

地元農家の方々のご尽力で、
春は菜の花、夏はひまわり、
秋はコスモスが咲き乱れ、
いちょうの並木道も美しい。
江辻ミニインター～
薬師大橋

元禄 10 年（1697）に
駕輿丁池の堤防が完成。
敷縄池と駕輿丁池の
横を通る道。駕与丁公園・
サンレイクかすやに、
桜が多数植樹されている。
三角田信号～酒殿交差点

③長者原駅東通り
④湖畔通り

⑥レイク通り

⑤元禄通り
さくら通り

粕屋町のシンボル
駕与丁公園。
かすやドームから
桜の並木道も続く。
九州自動車道跨道橋
～若宮交差点

⑦役場公園通り

⑧⑨さくら通り

⑧駕与丁公園通り
駕与丁公園北通り

ブロッコリー畑が広がる美しい散歩道。
小さいながらも歴史のある吉国神社。
吉国神社～ブロッコリー畑

⑩ブロッコリー通り
⑪吉国神社通り

通り名
た「町内道路に愛称を」に

称を選考し、町に提案していく計画です。
す。８月末までにお寄せください。
考える会」事務局：粕屋町企画課・都市整備課

pj.akoukuf.ayusak.nwot@uysob：liam-E

応募の 22路線・34点を報告します。
対象路線、愛称にご意見をお寄せください。

（愛称）

①

④
⑤

⑥

⑦⑧

⑨

⑩

粕屋町
役場○

原駅

門松駅

酒殿駅

多々 良川

古大間池

新大間池

敷縄池

駕与丁池

東
校

福岡魁誠高校
文

かすやドーム
○

福岡インター
チェンジ

道
車
動
自
州
九

至久山町
　古賀市

至宇美町
太宰府市

粕屋
警察署
○

粕屋中部
消防署

○

○

サンレイクかすや

至志免町

ンモール
ルクル

至篠栗町
　飯塚市
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仲原小
子ども
花ヶ浦

⑫ば
花

両地点に町指定
文化財の楠がある。
戸原天満宮
～志賀神社

⑱楠通り

⑯長者原駅西通り

⑮長者原駅前通り
パティオ通り
花ヶ浦通り

駅横の人通りの多い道。
粕屋フォーラム
（図書館・歴史資料館）
～花ヶ浦信号

しらさぎが多く生息。
旧仲原村のメイン通り。
扇橋～酒殿交差点

⑬しらさぎ通り
⑭仲原通り

南仲通り交差点の
名前を生かす。
原町駅～伊賀駅

⑰南仲通り

ケヤキ並木が
茂っている。
青洲会病院付近
～長者原

⑳ケヤキ通り
奈良時代に日守で
万葉和歌が詠まれた。
広田交差点～
阿恵橋～福岡市境

２１万葉通り

流通センター南
交差点～福岡市境

２2 ファッション通り

原町の中心通り。
旧道としての認知度が高く、
多くの人が利用する。
原町の旧道

⑲原町・若宮旧通り
原町本通り
旧国道通り
旧道通り

広報４月号と町ホームページで募集した
多数のご応募ありがとうございました。
応募34点の中から数本の対象路線と愛称
皆さまからのご意見をお待ちしています
●問い合わせなど　「粕屋町の通り名を考

　０５１３－８３９ XAF　１１３２－８３９ LET

②

③

⑩
⑪

⑫

⑬⑭

⑮

⑯⑰
⑱

⑲

⑳

21

２2

粕
役

長者原

原町駅

柚須駅

伊賀駅

須恵川

毛田池

大池

文
粕屋東
中学校

文

大川
小学校

文粕屋中央
小学校

文

仲原
小学校

文

粕屋西
小学校

文
粕屋中学校

吉国
神社

志賀
神社

戸原
天満宮

福岡都市高速

九州大学農学部
付属農場日守

神社

○
イオ
福岡

粕屋ランプ

○粕屋
フォーラム

至
福岡市
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● ● 

9月上旬の行事予定

県婦連総会
6月5日(金) 10：00～ サンヒルズホテル

3日（木）

4日（金）

消費者学級（屋外研修）
　しゃぼん玉工場視察

婦人学級
　10：15～かすやドーム

消費者学級
6月11日(木) 13：00～ サンレイクかすや

　ボランティア団体「森の会」の皆さんの御指
導によりリボンなどを利用した花のコサージュ
を作りました。

幹部研修会
6月14日(日) 13：00～ サンレイクかすや

　各支部長・班長を対象に社会教育委員の会会長
森紘氏を迎え
て「婦人による
まちづくり」を
演題として講
演をしていた
だきました。

　3役出席しました。

婦人学級
6月12日(金)・19日(金) 10：15～ かすやドーム

　今年度のエアロビクスが始まりました。良い
汗をかきに参加しませんか。

あいさつ運動
6月15日(月) 7：50～ 各小中学校

（65名参加）

（43名参加）

それぞれ

かわいい花
が

咲きました

一般質問を3役と支部長2名で傍聴しました。
●6月15日(月) 9：30～ 役場議場

皆さんの参加を
お待ちしています。

新
入
団
員
歓
迎
会

　

６
月
14
日
（
日
）、
能
古
島
ア
イ
ラ

ン
ド
パ
ー
ク
に
て
、
新
入
団
員
歓
迎

会
を
行
い
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
渡
船
場
か
ら
ア
イ
ラ
ン
ド
パ
ー

ク
ま
で
歩
き
、
自
然
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
ア
イ
ラ
ン
ド

パ
ー
ク
で
は
、
新
入
団
員
と
一
緒
に

芝
生
の
上
で
野
球
を
し
た
り
、
動
物

と
触
れ
合
っ
た
り
と
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

６
月
28
日
（
日
）、
大
隈
公
民
館
に

て
縄
な
え
の
お
手
伝
い
を
行
い
ま
し

た
。
大
隈
青
年
団
筆
頭
に
男
性
陣
は

一
生
懸
命
汗
を
流
し
、
協
力
し
合
い

完
成
さ
せ
ま
し
た
。
女
性
陣
は
、
お

昼
ご
は
ん
で
オ
ム
ラ
イ
ス
を
つ
く
り

男
性
陣
に
振
る
舞
い
ま
し
た
。

大
隈
支
部
縄
な
え

　粕屋町青年団は、団員を募集し

ています。少しでも青年団の活動

に興味をもたれた方は、

kasuya_seinen@yahoo.co.jp

までお気軽にご連絡ください。

新入団員募集
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No.104

手
話
の
会  

ス
ポ
ー
ツ

交
流
会
に
参
加
し
て

　

6
月
5
日
（
金
）、
高
木
会
長

は
じ
め
11
名
で
知
的
障
害
児
通
園

施
設
、「
し
い
の
み
学
園
」
を
訪

問
し
ま
し
た
。

　

昭
和
30
年
に
映
画
化
さ
れ
た
こ

と
で
私
も
観
に
行
っ
た
記
憶
が
あ

り
ま
す
。
体
の
不
自
由
な
息
子
さ

ん
が
何
か
役
に
立
ち
た
い
と
園
の

小
使
さ
ん
と
し
て
、
授
業
の
合
図

を
知
ら
せ
る
鐘
を
鳴
ら
す
シ
ー
ン

を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

創
立
55
年
に
も
な
る
と
い
う
永

し
い
の
み
学
園
を

訪
ね
て

い
歴
史
の
中
で
人
々
の
映
り
変
わ

り
や
周
囲
の
環
境
は
変
わ
っ
て
も

学
園
の
中
で
は
、
昇
地
園
長
の
明

か
る
い
パ
ワ
ー
を
各
担
当
の
先
生

方
の
若
さ
と
温
か
い
御
指
導
で
3

才
か
ら
5
才
ま
で
の
30
人
の
園
児

が
楽
し
く
時
間
を
過
し
て
い
ま
し

た
。
丁
度
他
の
幼
稚
園
児
た
ち
と

の
交
流
が
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
元

気
よ
く
遊
ぶ
姿
は
皆
同
じ
で
し
た
。

　

外
に
出
た
と
き
園
舎
を
眺
め
て
、

こ
ん
な
言
葉
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

「
古
き
を
尋
ね
新
し
き
を
知
る
」

そ
し
て
昇
地
先
生
の
よ
う
に
明
か

る
く
強
い
大
人
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

友
愛
訪
問
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　

荒
木
モ
モ
子

　

６
月
14
日
（
日
）
に
、
須
恵
町

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
糟
屋
地
区
手

話
の
会
と
糟
屋
地
区
聴
覚
障
が
い

者
協
会
と
合
同
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流

会
に
参
加
し
ま
し
た
。
主
催
者
の

配
慮
に
よ
り
、
気
軽
に
参
加
で
き

る
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
輪
投
げ
な

ど
種
目
が
い
ろ
い
ろ
と
準
備
さ
れ

て
あ
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
糟
屋
地
区
各
支
部
の

方
々
が
多
数
参
加
し
て
お
ら
れ
、

会
場
に
着
く
と
ラ
ン
ダ
ム
に
組
ま

れ
た
チ
ー
ム
編
成
で
し
た
が
、
わ

か
り
や
す
い
ゲ
ー
ム
の
チ
ー
ム
プ

レ
イ
だ
っ
た
の
で
、
初
対
面
の
方

た
ち
で
も
、
チ
ー
ム
が
一
丸
と
な

っ
て
競
技
に
参
加
し
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

普
段
は
手
話
の
学
習
会
を
通
し

て
の
交
流
な
ど
が
中
心
で
す
が
、

こ
の
よ
う
に
ス
ポ
ー
ツ
を
き
っ
か

け
に
し
た
交
流
会
で
は
、
多
く
の

参
加
者
の
い
つ
も
と
は
違
っ
た
様

子
が
か
い
ま
見
ら
れ
、
ま
た
多
く

の
ろ
う
あ
者
と
の
手
話
に
よ
る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
と

れ
る

貴
重

な
勉

強
の

場
と
な
り
ま
し
た
。

　

機
会
が
あ
れ
ば
、
ま
た
ぜ
ひ
参

加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

手
話
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　

青
山　

暢
介

　

か
す
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
で
行
い
ま
し
た
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

意
識
調
査
」
で
す
が
、
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
の
も
と
、
無
事
終

了
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
場
に
て
、

お
礼
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
講
演
者

　

瀧
井
医
院　

瀧
井
宏
隆
医
院
長

●
日
時　

9
月
27
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所　

福
祉
セ
ン
タ
ー
大
広
間

●
講
演
内
容
（
仮
題
）

　

「
今
日
よ
り
も
元
気
な
あ
し
た

　

に
む
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

　

多
数
の
参
加
お
願
い
し
ま
す

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識
調
査

ご
協
力
の
お
礼

講
演
会
の
お
知
ら
せ

平
成
21
年 

全
国
消
費
実
態
調
査

　
　

に
つ
い
て
の
お
願
い

　　

本
年
９
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
全

国
消
費
実
態
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
国
民
の
生
活
実
態
を

家
計
の
所
得
、
消
費
、
資
産
の
３
面

か
ら
総
合
的
に
把
握
す
る
た
め
に
行

わ
れ
ま
す
。

　

調
査
の
結
果
は
、
経
済
・
社
会
政

策
の
基
礎
資
料
と
し
て
、
ま
た
、
消

費
・
経
済
分
析
の
貴
重
な
デ
ー
タ
と

し
て
広
く
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
の
内
容
は
、
主
に
家
計
簿
を

記
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。

　

知
事
が
任
命
し
た
調
査
員
が
、
皆

さ
ま
の
お
宅
に
お
伺
い
し
ま
し
た
ら
、

ご
多
忙
中
恐
れ
い
り
ま
す
が
、
ご
協

力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
内
容
を
統
計
の
作
成

以
外
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
一

切
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ

　

福
岡
県
企
画
振
興
部
調
査
統
計
課

　
　
　
　

  

☎（
６
４
３
）
３
１
８
６

　

粕
屋
町
地
域
振
興
課

　
　
　
　

  

☎（
９
３
８
）
２
３
１
１

　
　
　
　
　
　

内
線
４
７
４

み
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部　

の　

紹　

介

　

郷
土
史
勉
強
会

　

今
は
、
昔
の
よ
う
に
三
世
代
一
緒

に
住
む
こ
と
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
先
人
が
残
し
て
き
た
教

訓
や
言
伝
え
が
数
多
く
伝
え
ら
れ
な

く
な
り
、
忘
れ
か
け
て
い
る
の
で
、

学
ん
で
伝
え
る
こ
と
が
大
切
で
は
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

講
師
の
安
松
幸
男
先
生
の
歴
史
の

み
な
ら
ず
、
人
生
に
つ
い
て
も
経
験

豊
か
な
体
験
を
も
と
に
、
講
話
を
聞

い
た
り
現
地
視
察
し
て
学
ん
で
い
ま

す
。
年
１
回
で
す
が
、
旅
行
を
行
い

親
睦
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。「
歴
史
は

ど
う
も
」
と
思
っ
て
あ
る
方
も
、
ど

う
ぞ
気
軽
に
の
ぞ
い
て
見
て
く
だ
さ

い
。
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

頭
の
体
操
、
老
化
防
止
に
な
り
ま
す

よ
。

●
場
所　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

●
日
時　

毎
月
第
３
火
曜
日

　
　
　
　

午
前 

10
時
〜
正
午

●
問
い
合
わ
せ　

☎（
９
３
８
）
２
９

３
５                            

池
田
清

　

昨
年
は
、
源
氏
物
語
生
誕
千
年
紀

で
し
た
。

　

私
た
ち
９
名
の
会
員
は
「
源
氏
物

語
」
を
「
原
文
で
読
も
う
」
と
挑
戦

し
は
じ
め
て
、
３
年
余
り
に
な
り
ま

し
た
。
今
、
こ
の
物
語
で
、
最
高
傑

作
の
帳
だ
と
云
わ
れ
る
「
三
十
六
帳

の
若
菜
下
」
を
読
ん
で
い
ま
す
。

　

主
人
公
の
光
源
氏
は
、
幼
く
し
て

母
を
亡
く
し
、
帝
の
皇
子
で
あ
り
な

が
ら
「
源
氏
」
と
云
う
姓
を
賜
っ
て

臣
下
に
降
ろ
さ
れ
ま
し
た
。
宮
中
と

云
う
特
別
の
環
境
の
中
で
成
長
し
て

い
き
ま
す
が
、
恋
あ
り
・
挫
折
あ
り
・

悩
み
あ
り
と
波
乱
万
丈
の
人
生
の
中

で
、
ゆ
た
か
な
陰
影
に
富
ん
だ
、
人

間
へ
と
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
生
き
」
と
い
う
帳
で
は
、
光
源

氏
は
、
も
う
47
才
と
い
う
熟
年
に
達

し
て
い
ま
す
。「
紫
の
上
」
と
い
う
相

思
相
愛
の
妻
が
あ
り
な
が
ら
、「
女
・

三
の
宮
」
と
い
う
皇
女
を
め
と
り
ま

し
た
。
そ
し
て
こ
の
高
貴
な
２
人
の

女
性
の
間
で
、
苦
悩
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
そ
こ
に
柏
木
と
云
う
貴

公
子
が
か
ら
ん
で
来
ま
す
。
こ
れ
か

ら
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
興
味
は
つ

き
ま
せ
ん
。
古
典
の
面
白
さ
に
は
ま

っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
読
了
後
、
豊
か
で
つ
き

な
い
魅
力
一
杯
の
「
平
安
時
代
の
日

本
古
典
の
世
界
を
垣
間
見
る
こ
と
が

出
来
た
」
と
い
う
感
想
を
、
メ
ン

バ
ー
一
人
一
人
が
残
せ
る
様
励
ん
で

お
り
ま
す
。

●
場
所　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

●
日
時　

第
１
、
第
３
水
曜
日

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

●
問
い
合
わ
せ　

☎（
９
３
８
）
５
８

０
１　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
郷

　
　

　

ひ
ま
わ
り
コ
ン
サ
ー
ト
開
き
ま
す
。

歌
は
友
だ
ち
、
歌
を
歌
う
友
だ
ち
、

歌
を
聞
い
て
く
れ
る
友
だ
ち
、
集
ま

れ
!

　
「
ふ
る
さ
と
」「
夏
の
思
い
出
」

「
荒
城
の
月
」
な
ど
、
子
ど
も
の
こ

ろ
に
返
っ
て
一
緒
に
癒
し
の
時
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

●
日
時　

８
月
８
日
（
土
）

　
　
　
　

 　
　
　
　

 

午
後
１
時
開
演

●
場
所　

サ
ン
レ
イ
ク
・
か
す
や

●
う
た　
「
ふ
る
さ
と
」「
ア
メ
ー
ジ

ン
グ
・
グ
レ
イ
ス
」「
今
日
の
日

を
あ
り
が
と
う
」
ほ
か

●
出
演　

大
島
和
野
、
牟
田
直
美
、

　

ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
・
コ
ス
モ
ス

K
A
S
U
Y
A

、
コ
ー
ロ
・
セ
ー
ネ

（
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
）

●
問
い
合
わ
せ　

☎（
９
３
８
）
９
０

４
８　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
村

粕屋町文化協会で企画されたコーナーです。

No.211

第37回粕屋地区美術展作品募集
●日時　11月18日（水）～24日（火）
●場所　篠栗町「合併50周年記念体育館」
●申込み締切り 10月9日（金）※詳細は、次号に掲載

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ひ
ま
わ
り
コ
ン
サ
ー
ト

　

日
本
古
典
を
読
む
会

◆
芸
術
祭
の
演
舞
◆瑳地若会昼の部A 峰　の　会 　藤間政寿恵会 　泉流　雅の会

か
い
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住
宅
用
太
陽
光
発
電
に
対
す
る

国
の
支
援
制
度
に
つ
い
て

　　

福
岡
県
で
は
環
境
保
全
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
多
様
化
の
観
点
か
ら
、
太
陽
光
発
電
導

入
の
大
幅
拡
大
を
目
指
し
、
導
入
促
進
の

た
め
の
補
助
制
度
の
拡
充
を
図
っ
て
い
ま

す
。

【
対
象
者
】
自
ら
居
住
す
る
住
宅
で
、
新

た
に
太
陽
光
発
電
施
設
を
設
置
す
る
個

人

　

※
ア
パ
ー
ト
な
ど
は
対
象
外

【
補
助
額
】
１
k
w
当
た
り
７
万
円

【
対
象
シ
ス
テ
ム
】
10
k
w
未
満
で
、
且

つ
シ
ス
テ
ム
価
格
が
1
k
w
当
た
り
70

万
円
（
税
抜
）
以
下

　

※
標
準
的
住
宅
の
施
設
規
模
は
３
〜

　

３
．５
k
w

【
申
請
窓
口
】

（
財
）
九
州
環
境
管
理
協
会
（
福
岡
県
地

球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
）

　

☎(

６
７
４)

２
３
６
０

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

h
ttp
://w

w
w
.j-p
e
c
.o
r.jp

（
太
陽
光
発
電
普
及
拡
大
セ
ン
タ
ー
）

【
募
集
期
限
】

　

平
成
22
年
１
月
29
日
（
金
）

住宅用太陽光発電システム
イメージ図

お盆のごみ収集などの休業について（お知らせ）

★お盆のご供養物は、川岸や橋の上に放置されると、猫やカラスなどにより
　荒らされて付近を汚しますので、必ず持ち帰り、可燃ごみとして出してください。   

可燃ごみの収集

燃えないごみ・ペットボトルの収集

空缶空びん・蛍光灯類の収集

粗大ごみの回収

ごみの自己搬入（クリーンパークわかすぎ）

剪定ごみの自己搬入（ボタ山ごみ選別場）

し尿のくみ取り

8月13日(木)から
　　 8月15日(土)まで
※振替収集はありません

8月13日(木)から8月16日(日)まで 

8月14日(金)から8月16日(日)まで

8月13日(木)から8月16日(日)まで

ご　み　の　種　類 

福岡衛生工業㈱

㈲三光社

㈲粕屋清掃センター

休　業　期　間

　福岡県では、やむを得ない事情により飼えなくなった犬・猫の引取
りを行っていますが、引取りにより殺処分される犬・猫の数は全国で
最も多く、県ではペットを最後まで飼っていただくこと（終生飼養）を
強くお願いしています。
　今回、終生飼養に対する責任をもっと自覚していただくために、飼
い主からの犬・猫の引取りを有料化します。

●開始日　　　・１０月１日から
●引取手数料　・生後９１日未満の犬・猫　⇒１頭につき４００円
　　　　　　　・生後９１日以上の犬・猫　⇒１頭につき２,０００円
※引取りを依頼される場合は事前に粕屋保健福祉環境事務所にご連絡
　ください。手数料の納付、引取申請書の記入などが必要になります。
●問い合わせ　福岡県粕屋保健福祉環境事務所
　　　　　　　☎９３９－１７４４
※子犬の譲渡会も行っています。詳細については、下記へ問い合わせてください
　(財)福岡県動物愛護センター　☎９４４－１２８１～２
　（〒811-3135　古賀市小竹131-2）

飼い犬・飼い猫の引
取りが

飼い犬・飼い猫の引
取りが

飼い犬・飼い猫の引
取りが

になりますになりますになります有料有料有料
福岡県における犬猫処分数

犬

猫

計

4,795

11,360

16,155

【平成19年度統計】

全国ワースト全国ワースト全国ワースト
捨てないで

!
捨てないで

!
捨てないで

!
捨てないで

!
捨てないで

!
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今
年
4
月
か
ら
6
月
に
か
け
て
、

放
火
の
疑
い
の
あ
る
火
災
が
粕
屋
南

部
消
防
組
合
消
防
本
部
管
内
で
13
件

（
志
免
町
6
件
、
粕
屋
町
4
件
、
篠

栗
町
2
件
、
久
山
町
1
件
）
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

火
災
に
遭
っ
た
の
は
主
に
倉
庫
や

作
業
場
、
ま
た
駐
車
中
の
自
家
用
車

な
ど
で
、
そ
の
大
半
が
深
夜
の
時
間

帯
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
中
に
お
け
る
全
国
の
出

火
件
数
は
5
万
2
、3
9
4
件
で
、

出
火
原
因
別
に
み
る
と
、「
放
火
」

6
、2
8
3
件
（
12.

0
％
）、「
こ
ん

ろ
」
5
、5
3
1
（
10.

6
％
）、「
た

ば
こ
」
5
、0
6
2
件
（
9.

7
％
）、

「
放
火
の
疑
い
」
4
、4
6
7
件

（
8.

5
％
）、「
た
き
火
」
3
、0
2
0

件
（
5.

8
％
）
の
順
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、「
放
火
」
及
び
「
放
火
の
疑

い
」
を
合
わ
せ
る
と
、
1
万
7
5
0

件
（
20.

５
％
）
と
な
っ
て
お
り
、
依

然
と
し
て
高
い
発
生
率
と
な
っ
て
い

ま
す
。

■
住
宅
及
び
住
宅
周
辺
で
は

　

・
家
の
周
囲
に
は
燃
え
や
す
い
物

　
　

を
置
か
な
い
。

　

・
ゴ
ミ
は
決
め
ら
れ
た
日
に
出
す
。

　

・
道
路
わ
き
に
た
ま
っ
た
落
ち
葉

　
　

な
ど
は
こ
ま
め
に
取
り
除
く
。

　

・
自
転
車
や
自
動
車
の
カ
バ
ー
は

　
　

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

　

・
郵
便
受
け
の
郵
便
物
は
た
め
な
い
。

　

・
堀
や
生
垣
は
な
る
べ
く
低
く
し
、

　
　

死
角
を
作
ら
な
い
よ
う
に
工
夫

　
　

す
る
。

　

・
不
用
品
や
古
材
な
ど
を
屋
外
に

　
　

放
置
し
な
い
。

　

・
門
扉
、
通
用
口
、
車
庫
、
物
置

　
　

な
ど
の
ド
ア
は
必
ず
施
錠
す
る
。

　

・
照
明
器
具
を
設
置
し
、
暗
が
り

　
　

を
作
ら
な
い
。

　

・
建
物
の
周
囲
に
燃
え
や
す
い
物

　
　

を
放
置
し
な
い
。

■
工
場
や
倉
庫
で
は

　

・
建
物
の
裏
側
、
資
材
置
場
な
ど

　
　

に
放
置
さ
れ
て
い
る
可
燃
物
な

　
　

ど
は
整
理
整
頓
し
不
用
品
は
除

　
　

去
す
る
。

　

・
死
角
と
な
り
や
す
い
箇
所
に
監

　
　

視
カ
メ
ラ
、
火
災
感
知
器
な
ど

　
　

を
設
置
す
る
。

　

・
休
日
、
夜
間
に
お
け
る
巡
回
警

　
　

備
を
行
う
。

　

・
作
業
員
の
い
な
い
作
業
所
、
物

　
　

置
、
倉
庫
な
ど
は
施
錠
管
理
を

　
　

徹
底
す
る
。

■
空
き
家
で
は

　

・
空
屋
の
周
囲
を
金
網
や
鉄
板
で

　
　

囲
い
、
出
入
り
で
き
な
い
よ
う

　
　

に
す
る
。

　

・
夜
間
、
建
物
周
辺
を
照
明
灯
で

　
　

明
る
く
す
る
。

　

・
巡
回
警
戒
を
行
う
な
ど
、
監
視

　
　

体
制
の
強
化
を
図
る
。

　

・
空
家
の
所
有
者
、
管
理
者
な
ど

　
　

に
空
屋
の
早
期
撤
去
を
要
請
す

　
　

る
。

〜
家
庭
内
で
の
火
災
を
警
報
ブ
ザ
ー

や
音
声
な
ど
で
知
ら
せ
ま
す
〜

　

消
防
法
令
等
の
改
正
に
よ
り
、
全

て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
機
器

の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
福
岡
県
内
に
お
い
て
は
平
成
21
年

6
月
1
日
か
ら
）

疑
、

放
火
火
災
が

頻
発

放
火
の
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
、

次
の
こ
と
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

!!

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
は
お
済
で
す
か
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粕 屋 町 安 全 速 報

～安全安心、まちづくり粕屋町～
　8 月、アツーイ夏、水が恋しい季節、子どもた
ちは夏休みの真っただ中です。
　お盆休暇などを利用してご先祖様の供養や家族
旅行、レジャーにと家を空けられる機会が多くな
るのに伴って盗難（空き巣）の被害も多くなります。
　昨年、粕屋町で発生した「空き巣被害」の多くは、
「アパート1階の無施錠宅や窓ガラスを割って錠を
外して屋内に侵入する」という手口でした。
外出する際には、
　　●すぐに戻って来るから鍵はかけなくてもい
　　　いだろう。
　　●鍵をかけるのが面倒だ。
　　●今まで家を留守にしても盗難被害にあった
　　　ことがない。
などと思わず、必ず鍵をかけて外出しましょう。

●セクシュアル・ハラスメントについて
Q.会社の上司から頻繁に食事やカラオケに誘わ 
　れ、断ることが出来ずに付き合ってきたが、最
　近仕事中にホテルに誘われるなど嫌な思いをし
　ている。
A.○刑罰法令に該当する行為があれば、適切な措
　　置を講じますので警察などに相談してくださ
　　い。
　○損害賠償請求などの民事訴訟を起こすことが
　　できます。セクハラに関する相談窓口（法テ
　　ラスなど）や弁護士などに相談してください。
　○相手が自宅に押しかけてくるようなことがあ
　　れば、すぐに110番通報してください。

　「職場のコミュニケーションだ、これくらいな

らいいだろう」と思っていても相手に不快感を
与えている場合があります。性的言動を不快に
感じるかどうかについては、個人間、男女間、
年代間で大きな差があります。相手の意に反す
る望まない性的言動や行動であればセクシュア
ル・ハラスメントになります。
　ひとりで悩まないで、お電話ください。

■法テラス（日本司法支援センター）
　☎050（3383）5501
■粕屋地区女性ホットライン
　☎（401）5353
■玄海弁護士センター
　（福岡県弁護士会法律相談センター）
　☎（940）4100

　また、夏休み中は、子どもたちの水の事故も後
を絶ちません。
　ちょっとした油断が水の事故という取り返しの
つかない悲しい事故になります。
　外出する時には必ず戸締りをし、子どもたちが
水遊びをしている時には、子どもたちから目を外
さないという気配りをするとともに、地域の皆さ
んが緊密に連携をして

「盗難被害に遭わないよう、子どもたちが  
水難事故に遭わないよう」
にしましょう。

粕屋町 総務課 生活防災係　☎ (９３８)２３１１  内線２２５

刃
物
研
ぎ

（
刃
物
を
生
き
返
ら
せ
ま
す
）

　

家
庭
の
台
所
な
ど
で
使
用
す
る
包

丁
・
小
刀
・
は
さ
み
・
鎌
な
ど
の
刃

研
ぎ
を
次
の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま

す
。
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
注
文
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
実
施
日　

８
月
20
日 (

木)

●
時
間　

午
前
９
時
か
ら
午
前
11
時

30
分
ま
で

●
場
所　

粕
屋
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
車
庫
前
（
粕
屋
町
駕
与
丁

３
ー
２
ー
21
）

●
料
金　

１
本
３
０
０
円
か
ら
５
０

０
円
程
度

●
問
い
合
わ
せ　

(

社)

粕
屋
町
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎(

９
３
８) 

３
３
０
０
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◎
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　

☎(

９
３
８) 

２
４
５
６
「
粕
屋
町
商
工
会
」
ま
で

No.65

《
粕
屋
町
商
工
夏
ま
つ
り
》

開
催
の
お
知
ら
せ

経
営
な
ん
で
も
相
談
会
開
催

　

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

皆
さ
ん
楽
し
め
る
夏
ま
つ
り
で
す
。

ご
家
族
、
お
子
様
連
れ
で
ぜ
ひ
遊

び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

８
月
22
日
（
土
）

　

午
後
７
時
〜

　
　
　
　

午
後
９
時
30
分

※

荒
天
中
止　

●
会
場

　

粕
屋
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
駐
車
場

●
イ
ベ
ン
ト

　

踊
り
・
夜
店
・
福
引
な
ど

●
主
催　

粕
屋
町
商
工
会

　

税
務
・
労
務
・
金
融
・
資
金
繰

り
な
ど
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

８
月
19
日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
場
所　

粕
屋
町
商
工
会

●
専
門
相
談
員　

税
理
士
ほ
か

※

相
談
は
無
料
で
す
。
相
談
の
秘

密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ

　

粕
屋
町
商
工
会

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
粕
屋
町
商
品
券

完
売
の
お
礼

6
月
1
日
よ
り
販
売
を
開
始
し
ま

し
た
「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
粕
屋
町
商

品
券
」
発
行
総
額
三
千
万
円
は
、

好
評
に
よ
り
完
売
い
た
し
ま
し
た
。

ご
購
入
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
使
用
期
限
は
、
11
月
30
日

（
月
）
ま
で
で
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

「
粕
屋
町
商
品
券
」
取
扱
加
盟
店

  

を
募
集
し
て
い
ま
す

■
商
工
会
で
は
、
商
品
券
の
利
用 

　

拡
大
と
地
元
商
工
業
の
活
性
化

　

の
た
め
取
扱
加
盟
店
を
募
集
し

　

て
い
ま
す
。

■
加
盟
店
（
6
月
末
日
現
在
）

　

1
2
0
事
業
所

　

※

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
み

　
　

の
取
扱
店
を
除
く
。

■
加
盟
店
登
録
資
格

　

粕
屋
町
商
工
会
員
で
あ
る
こ
と

　

※

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
は
非

　
　

会
員
も
取
扱
加
盟
店
登
録
が

　
　

で
き
ま
す
。

■
登
録
方
法

　

指
定
の
「
取
扱
契
約
書
」
に
て

　

締
結
後
、
取
扱
加
盟
店
登
録
い

　

た
し
ま
す
。

■
加
盟
登
録
金

　

無
料

■
換
金
（
取
扱
加
盟
店
の
み
）

　

毎
週
火
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　

商
工
会
窓
口
で
い
た
し
ま
す
。

　
※

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
み

　
　

2
％
の
換
金
手
数
料
が
必
要
。

■
券
種

　

5
0
0
円
券

■
問
い
合
わ
せ

　

粕
屋
町
商
工
会

粕
屋
商
工
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
み
み
ヨ
リ
情
報
」
に
は

色
々
な
特
典
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

粕
屋
町
商
工
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

み
み
ヨ
リ
情
報
に
は
ク
ー
ポ
ン
情

報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
お
気
に

入
り
の
ペ
ー
ジ
を
印
刷
し
て
ご
持

参
い
た
だ
け
れ
ば
、
色
々
な
特
典

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
た
だ
け
る
事
業

所
も
随
時
募
集
中
で
す
の
で
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

Ｕ
Ｒ
Ｌ
ア
ド
レ
ス

　

h
ttp
://w
w
w
.kasu

ya -

　

sh
o
ko
kai .o

r .jp
/

●
問
い
合
わ
せ

　

粕
屋
町
商
工
会

住
居
表
示
に
伴
い
、
原
町

地
区
の
住
所
が
変
わ
り
ま
す

　

９
月
12
日
（
土
）
か
ら
住
居
表
示

が
実
施
さ
れ
、
原
町
区
を
中
心
と
し

た
地
区
の
住
所
の
表
し
方
が
「
原
町

四
丁
目
・
原
町
五
丁
目
」
へ
と
変
わ

り
ま
す
。

　

こ
の
住
居
表
示
を
実
施
す
る
こ
と

で
役
場
備
え
付
け
の
公
簿
類
は
、
自

動
的
に
変
更
に
な
り
ま
す
が
、
土
地

や
建
物
な
ど
の
登
録
物
件
に
つ
い
て

は
所
有
名
義
人
の
住
所
の
変
更
の
手

続
、
運
転
免
許
証
な
ど
を
お
持
ち
の

方
は
住
所
（
本
籍
）
の
変
更
の
手
続

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
際
は
、
役
場
住
民
福
祉
課
住

民
係
の
窓
口
で
住
居
表
示
変
更
証
明

書
を
発
行
し
ま
す
（
手
数
料
は
無
料

で
す
）
の
で
、
印
鑑
・
本
人
確
認
が

で
き
る
公
的
な
身
分
証
明
書
な
ど
を

持
参
の
上
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

　

※
な
お
、
住
居
表
示
の
実
施
に
伴

い
９
月
12
日
（
土
）・
13
日
（
日
）
は
、

証
明
書
自
動
交
付
機
が
使
用
で
き
ま

せ
ん
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
町
住
民
福
祉

　

課
住
居
表
示
係

　
　
　
　

☎
９
３
８
‐
２
３
１
１

　
　
　
　

・
内
線
４
２
０　
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６ 

月 

の 

行 

事

8月の行事予定
4日(火)

6日(木)

8月定例理事会
　粕屋町福祉センター
　10：00～
戦没者追悼合同慰霊祭
　サンレイクかすや
　9：00～

■
６
月
定
例
理
事
会

６
月
２
日
（
火
）
午
前
10
時

　

粕
屋
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

次
の
こ
と
を
議
題
に
話
し
合
い

ま
し
た
。

▽
６
・
７
月
の
行
事
の
進
め
方
。

▽
７
月
17
日
予
定
第
一
回
高
齢
者

学
級
の
概
要
（
出
前
講
座
「
市

町
村
合
併
」）
に
つ
い
て
説
明
ほ
か

■
町
内
福
祉
施
設
等
へ
タ
オ
ル
の
配
布

　

町
内
、
21
の
単
位
老
人
ク
ラ
ブ

の
会
員
さ
ん
か
ら
、
今
年
は
1
9

0
6
枚
の
タ
オ
ル
を
寄
贈
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
６
月
２
日
（
火
）

午
後
、
後
藤
会
長
・
嶋
田
副
会
長

以
下
役
員
５
名
で
、
町
内
の
町
立

幼
児
園
・
保
育
園
、
大
川
・
粕
屋

中
央
小
学
校
、
緑
の
里
な
ど
を
訪

ね
、
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。
西
幼

稚
園
で
は
、
立
石
園
長
は
じ
め
、

職
員
・
園
児
の
皆
さ
ん
が
玄
関
に

並
び
、「
タ
オ
ル
」
を
受
け
取
り
、

一
斉
に
『
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
』

『
が
ん
ば
り
ま
す
』
と
、
お
礼
の
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
タ
オ
ル

を
通
じ
て
、
園
児
の
心
に
、
キ
ラ

メ
キ
を
与
え
る
こ
と
が
出
来
た
か

と
、
一
同
感
動
し
ま
し
た
。

（
山
田
六
夫
老
ク
連
副
会
長　

記
）

■
会
長
・
女
性
部
長
研
修
旅
行

　

６
月
16
日
（
火
）〜
17
日
（
水
）

　

古
い
歴
史
を
も
つ
、「
西
の
京
」

と
呼
ば
れ
る
山
口
へ
１
泊
２
日
で

研
修
旅
行
に
行
き
ま
し
た
。
も
う

梅
雨
に
入
っ
て
い
ま
し
た
が
、

少
々
汗
ば
む
く
ら
い
の
好
天
に
恵

ま
れ
、
国
宝
・
瑠
璃
光
寺
の
五
重

の
塔
、
防
府
天
満
宮
、
柳
井
の
白

壁
の
蔵
が
並
ぶ
町
並
み
通
り
な
ど

な
ど
、
中
世
か
ら
繁
栄
を
誇
っ
た

跡
が
し
の
ば
れ
ま
し
た
。
出
来
れ

ば
、
時
間
を
と
っ
て
、
ゆ
っ
く
り

と
、
ま
た
訪
れ
た
い
思
い
で
、
帰

路
に
つ
き
ま
し
た
。

■
糟
屋
郡
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

６
月
22
日
（
月
）
午
前
９
時

志
免
町
シ
ー
メ
イ
ト

　

選
抜
３
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し

た
が
、
残
念
な
が
ら
、
入
賞
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

■『
中
央
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
花
一
杯
』

　

中
央
ス
ポ
ー
ツ
公
園
東
側
出
入

口
周
辺
に
は
、
子
ど
も
の
背
丈
ほ

ど
に
も
な
る
雑
草
が
生
い
茂
っ
て

い
ま
し
た
が
、
近
く
に
住
む
、
土

居
亀
代
子
さ
ん
は
昨
年
か
ら
、
一

人
で
手
に
よ
る
除
草
を
さ
れ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。（
昨
年
5
月
に

広
報
で
ご
紹
介
し
ま
し
た
。）
そ
の

後
も
、
草
の
茂
る
時
期
5
か
月
間

に
わ
た
り
、
4
0
0
m
ト
ラ
ッ
ク

周
辺
も
含
め
て
草
取
り
を
続
け
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ま
た
、
バ

ッ
ク
ネ
ッ
ト
・
フ
ェ
ン
ス
の
外
側

に
は
、
今
、
赤
・
紫
・
ピ
ン
ク
の

美
し
い
花
が
満
開
を
迎
え
、
公
園

を
散
策
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
す
る
人
た

ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
花
は
、
登
山
が
趣
味
の
土
居

さ
ん
が
、
山
登
り
の
都
度
、
農
家

の
庭
先
に
咲
く
花
を
見
て
は
譲
り

受
け
、
公
園
に
植
え
て
き
た
も
の

で
す
。
土
居
さ
ん
の
陰
徳
に
頭
が

下
が
る
思
い
で
す
。

（
長
者
原
中
区
長
寿
双
葉
会
会
長

山
田
六
夫　

記
）

法
律
と
暮
ら
し
の

　
　
　
　

無
料
相
談
会

　

福
岡
東
部
法
律
事
務
所
〈
弁
護
士

５
名
〉
の
ご
協
力
に
よ
り
、
今
月
の

「
法
律
と
暮
ら
し
の
無
料
相
談
会
」

が
次
の
よ
う
に
開
か
れ
ま
す
。

◇
弁
護
士
が
直
接
、
お
会
い
し
て
相

　

談
に
応
じ
ま
す
。

◇
相
談
内
容
は
、
も
ち
ろ
ん
秘
密
が

　

守
ら
れ
ま
す
。

◇
相
談
料
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ど
な
た
で
も
、
お
気
軽
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。
電
話
に
よ
る
予
約
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

●
相
談
日
時　

８
月
７
日
（
金
）

　

午
後
６
時
〜
午
後
８
時

●
会
場　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

　

研
修
室
３
・
４(

粕
屋
町
役
場
の
前)

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ

　

☎(

６
１
１) 

４
０
５
７

　
　

０
９
０(

８
８
３
１) 

９
３
４
６

　

川
口
學
ま
で
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※このコーナーについての連絡・問い合わせは、YOSAKOI かすや祭り実行委員会まで  ☎938－2311 担当：中山

URL  http://www5f.biglobe.ne.jp/̃k4351/ 　　携帯電話用掲示板　http://8319.teacup.com/k4351/bbs

○ 審査日　10月11日(日)（本祭２日目）
○募集人員　6名（各ブロック2名ずつ、3ブロック）
○募集期限　8月31日（月）到着分まで
○審査時間【予定】
・ Aブロック…集合   9：50 ～ 解散 12：50
・ Bブロック…集合 11：30 ～ 解散 14：30
・ Cブロック…集合 13：40 ～ 解散 16：40
○ 応募方法
　住所・氏名・年齢・電話番号（自宅・携帯）・希望するブロックが
　ある場合はその旨を明記のうえ、ハガキ・FAX・電子メール・直
　接窓口のいずれかによりご応募ください。
　※選任後、審査当日に氏名を紹介いたしますことをあらかじめご了承ください。
　※応募者多数の場合は抽選により決定させていただきます。
　※審査時間が決まりしだい、案内状をお送りいたします。

○ 応募先　YOSAKOIかすや祭り実行委員会 事務局
　 〒811-2392　粕屋町駕与丁一丁目1-1（粕屋町企画課内）
　 FAX 938-3150     E-mail yosakoi@town.kasuya.fukuoka.jp

第９回 YOSAKOIかすや祭り 審査員募集

※
お
店
や
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
祭
り
の

　

ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
に
ご
協
力
い
た

　

だ
け
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

近
年
、
全
国
各
地
で
地
震
や
風
水

害
な
ど
の
大
規
模
災
害
が
相
次
い
で

発
生
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
消
防
団

員
が
水
防
活
動
や
住
民
の
避
難
誘
導
、

被
災
者
の
救
助
活
動
を
行
い
、
大
き

な
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
は
、
地
域
に
お
け
る
消
防

防
災
体
制
の
中
心
的
な
存
在
と
し
て
、

ま
ち
の
安
心
・
安
全
の
確
保
の
た
め

に
大
い
に
活
躍
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
も
消
防
団
員
と
し
て
、

「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で

守
る
」
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

消
防
団
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、

総
務
課
生
活
防
災
係　

☎（
９
３
８
）

２
３
１
１
（
内
線
２
２
５
）
ま
で

消
防
団
員
募
集

い
っ
し
ょ
に
わ
た
し
た
ち
の

ま
ち
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
は
、
肌
の
ぬ
く

も
り
を
感
じ
な
が
ら
、
こ
と
ば
と
心

を
通
わ
す
、
か
け
が
え
の
な
い
楽
し

く
て
心
安
ら
ぐ
時
間
を
、
絵
本
を
介

し
て
持
つ
こ
と
を
応
援
す
る
も
の
で

す
。

　

粕
屋
町
で
は
10
か
月
児
健
診
の
際

に
実
施
し
て
お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
か
ら
の
お
話
や
読
み
聞
か
せ
の
後
、

絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

　

５
年
目
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
が
お
役
に
立
て
て

い
る
か
ど
う
か
を
お
尋
ね
し
、
今
後

の
事
業
を
よ
り
良
い
も
の
に
す
る
た

め
、
１
歳
６
か
月
児
健
診
時
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
か
ら
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
は
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
図
書
館

を
知
り
、
利
用
す
る
よ
い
き
っ
か
け

に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、「
絵
本
が
大
好
き
な
の
で

う
れ
し
か
っ
た
。」
と
い
う
感
想
や
、

「
全
部
持
っ
て
い
た
の
で
珍
し
い
本

が
ほ
し
か
っ
た
」
な
ど
の
要
望
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
も
あ
り
ま
し
た
。
今
後
の

参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
10
か
月
乳
幼
児
健
診
を
受

け
ら
れ
る
方
は〝
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
〞を

楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
ね
。

●
問
い
合
わ
せ　

子
育
て
支
援
課

　
　
（
９
３
８
）
２
３
１
１

　
　
　

内
線　

５
２
３
・
５
２
９

「
絵
本
が
大
好
き
」

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
報
告

Q1.絵本の読み聞かせを
　　　　　　　　していますか

Q2.ブックスタートで絵本をもらった後の様子

いいえ8％

はい92％

1

2

3

4

絵本を見るようになった

親も絵本に興味をもつようになった

図書館を利用するようになった

もらう前と特に変わりはない

割合（％）

76

41

22

8

　　 はい（人）

131

70

37

13

回答者161人、複数回答
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身
体
障
害
者（
児
）

巡
回
相
談
の
お
知
ら
せ

　

県
の
障
害
者
更
生
相
談
所
で
は
、

身
体
障
害
者
の
巡
回
相
談
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

●
日
時　

８
月
25
日（
火
）

　

受
付
時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
午

後
２
時

　

実
施
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
３

時
●
場
所　

宇
美
町
役
場
２
階
大
会
議
室

　

宇
美
町
宇
美
５
丁
目
１
ー
１　
　

　

☎（
９
３
２
）１
１
１
１

●
対
象
者

　

・
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者

●
巡
回
相
談
の
内
容

　

・
肢
体
不
自
由
の
補
装
具
費
の
支

給
に
つ
い
て
の
要
否
判
定
、処
方

及
び
適
合
判
定

※

平
成
19
年
度
か
ら
、身
体
障
害
者

手
帳（
肢
体
不
自
由
、聴
覚
障
害
な

ど
）の
診
断
書
の
作
成
及
び
補
聴
器

な
ど
の
支
給
に
つ
い
て
の
判
定
が
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。

粕
屋
町
役
場
の
人
事

　

７
月
１
日
付
で
人
事
異
動
を
行
い

ま
し
た
。

◎
異
動　
（　

）内
は
旧
所
属
で
す
。

【
総
務
課
】▽
主
事　

久
保
田
秀
樹

（
国
保
健
康
課
主
事
）

【
財
政
課
】▽
財
政
係
長　

大
石
進

（
国
保
健
康
課
後
期
高
齢
者
医
療
係

長
）

【
税
務
課
】▽
住
民
税
係
長　

神
近
秀

敏（
税
務
課
主
査
）▽
主
事　

小
西
遊

太（
都
市
整
備
課
主
事
）

【
住
民
福
祉
課
】▽
主
事　

白
久
喬
史

郎（
社
会
教
育
課
主
事
）

【
国
保
健
康
課
】▽
課
長
補
佐
兼
国
民

健
康
保
険
係
長
兼
後
期
高
齢
者
医
療

係
長　

案
浦
正
明（
税
務
課
課
長
補

佐
兼
住
民
税
係
長
）▽
主
査　

須
藤

久
美
子（
都
市
整
備
課
主
査
）

【
介
護
支
援
課
】▽
課
長
補
佐
兼
認
定

給
付
係
長
兼
高
齢
者
支
援
係
長　

八

尋
悟
郎（
国
民
健
康
課
課
長
補
佐
兼

国
民
健
康
保
険
係
長
）

【
環
境
課
】▽
主
任
主
事　

北
脇
厚
男

（
学
校
給
食
共
同
調
理
場
主
任
主
事
）

【
都
市
整
備
課
】▽
主
査　

田
代
久
嗣

（
総
務
課
主
査
）

【
地
域
振
興
課
】▽
農
政
係
長　

山
田

淳（
地
域
振
興
課
主
任
主
査
）

【
学
校
給
食
共
同
調
理
場
】▽
給
食
係

長　

藤
本
真
留
美（
住
民
福
祉
課
主

任
主
査
）▽
現
業
職　

箱
田
義
彦（
環

境
課
現
業
職
）

●
持
っ
て
く
る
も
の

　

・
印
鑑

　

・
身
体
障
害
者
手
帳

　

・
補
装
具
再
交
付
の
場
合
は
、前
回

交
付
補
装
具

●
問
い
合
わ
せ　

　

粕
屋
町
住
民
福
祉
課　

障
害
者
福

祉
係

　

☎（
９
３
８
）２
３
１
１　

　
　
　
　
　
　

内
線
４
１
４
・
４
１
５

長澤一夫さん 八尋勇光さん

自
衛
官
募
集
相
談
員

委
嘱
の
お
知
ら
せ

　

７
月
１
日(
水)
付
で
、
大
隈
区
の

八
尋
勇
光
さ
ん
と
甲
仲
原
区
の
長
澤

一
夫
さ
ん
が
、
粕
屋
町
長
と
自
衛
隊

福
岡
地
方
協
力
本
部
長
の
連
名
に
よ

り
、
自
衛
官
募
集
相
談
員
に
再
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

　

自
衛
官
募
集
相
談
員
と
は
、
町
民

の
方
々
が
気
軽
に
自
衛
隊
入
隊
に
関

す
る
相
談
が
で
き
る
よ
う
に
、
地
域

の
実
情
に
精
通
し
た
信
望
の
あ
る
方

に
委
嘱
さ
れ
る
も
の
で
、
自
衛
隊
と

町
民
の
皆
さ
ま
方
と
の
橋
渡
し
役
と

し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
回
委
嘱
を
受
け
ら
れ
た
八
尋
さ

ん
、
長
澤
さ
ん
は
、
お
二
人
と
も
息

子
さ
ん
が
自
衛
官
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。
自
衛
隊
に
興
味
の
あ
る

方
は
お
話
を
聞
か
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

　

粕
屋
町
総
務
課

　

☎(

９
３
８
）
２
３
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
線
２
２
４

　

水
道
メ
ー
タ

ー
器
の
使
用
有

効
期
間
は
、
計

量
法
に
よ
り
８

年
間
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
有
効
期
間
が
満

了
す
る
前
に
、
町
が
委
託
し
た
左
記

指
定
工
事
業
者
に
て
交
換
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

8
月
は
、
大
隈
区
、
上
大
隈
区
、

江
辻
区
、
戸
原
区
、
朝
日
区
の
有
効

期
限
が
近
づ
い
た
お
宅
の
メ
ー
タ
ー

器
を
交
換
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
交
換
工
事
で
、
代
金
を
請
求

す
る
こ
と
は
、
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

●
委
託
業
者

㈲
前
田
設
備
工
業

　
　
　
　
　

☎(

６
２
１) 

９
９
２
８

㈱
尾
畑
建
設
糟
屋
支
店

　
　
　
　
　

☎(

９
３
８) 

４
５
７
６

長
設
備
工
業 

☎(

９
３
８) 

７
１
３
５

㈱
倉
田      

☎(

９
３
８) 

２
７
０
８

松
山
工
業(

株)

　
　
　
　
　

☎(

９
３
８) 

２
２
４
５

●
交
換
時
の
お
願
い

・
交
換
対
象
の
お
宅
に
は
、
担
当
の

委
託
業
者
が
事
前
に
訪
問
し
、
メ

ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
場
所
な

ど
を
確
認
後
、
交
換
日
を
文
書
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

・
お
留
守
の
場
合
で
も
交
換
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

・
交
換
作
業
は
、
腕
章
と
身
分
証
明

書
を
携
帯
し
た
担
当
者
が
訪
れ
、

細
心
の
注
意
を
払
っ
て
行
い
ま
す
。

そ
の
際
ま
れ
に
空
気
が
入
り
、
白

く
濁
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

蛇
口
を
２
〜
３
分
間
開
け
て
空
気

を
排
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
上
の
自
動
車

な
ど
は
、
交
換
作
業
時
に
移
動
し

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

直
接
各
担
当
の
委

託
業
者
へ
電
話
し
て
い
た
だ
く
か
、

粕
屋
町
上
下
水
道
課
☎(

９
３
８)

２
３
１
１
内
線
４
５
７
ま
で
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

水
道
メ
ー
タ
ー
器

　
　

交
換
の
お
知
ら
せ
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ひ
と

ひ
で
り

は
く

や
そ
じ

ひ

ひ

み

ふ
う

お
と

し

つ
か

〔
俳
句
〕

見
上
げ
れ
ば
晴
れ
待
ち
空
に
虹
を
見

る　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
上
よ
し
子

朝
の
茶
を
す
す
め
る
嫁
の
笑
顔
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
松　

時
子

暮
れ
る
ほ
ど
光
広
が
る
田
植
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
松
た
け
し

書
く
こ
と
を
日
課
と
せ
し
や
夏
座
敷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
田　

弘
子

初
茄
子
の
紫
紺
を
賞
め
て
食
み
に
け

り　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
東
千
鶴
子

一
つ
世
を
二
人
し
て
見
る
天
の
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

城
戸　

康
碩

チ
ベ
ッ
ト
の
神
佛
座
像
夏
を
射
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田　

豊
子

鎌
倉
の
赤
き
鳥
居
や
青
銀
杏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
村　
　

栄

羽
根
震
わ
せ
ね
だ
る
小
雀
子
等
遠
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

正
幸

回
転
扉
く
る
り
と
少
女
夏
め
き
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
末　

千
鶴

老
鴬
や
海
峡
巡
る
船
の
水
尾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村
抖
し
子

初
夏
や
記
念
切
手
の
発
売
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺　

孝
子

目
に
染
み
る
空
の
青
さ
や
揚
雲
雀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
永
ク
ニ
子

帆
船
に
人
の
溢
る
る
波
止
薄
暑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
浦
菜
穂
子

ひ
と
り
と
は
音
な
き
暮
ら
し
水
中
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
代
ウ
メ
ノ

患
い
し
師
を
案
じ
て
や
梅
雨
に
入
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭　

悦
子

ビ
ル
谷
間
新
緑
香
る
影
の
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
村
み
ち
こ

ひ
と
り
居
の
昼
の
ね
む
た
き
麦
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
藤
四
男
吉

師
の
不
在
句
会
わ
び
し
く
梅
雨
に
入
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

工
藤
か
つ
代

麦
秋
の
夜
空
い
ろ
ど
る
筑
後
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
橋　

富
子

春
の
阿
蘇
母
と
来
た
道
今
歩
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
河
内
ヒ
サ
ノ

癌
告
知
受
け
て
窓
辺
は
梅
雨
模
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
た
つ
や

新
緑
の
木
も
れ
日
浴
び
る
露
天
風
呂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤　

友
子

紫
の
扇
子
は
母
の
形
見
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
鍋　

勝
代

吾
子
の
忌
に
夏
大
根
の
種
こ
ぼ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
永　

弘
子

蝉
の
声
追
い
か
け
し
子
に
吾
れ
を
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
田　

照
子

梅
干
し
て
母
の
一
言
思
う
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

因　
　

俊
子

潦
水
蠆
も
う
少
し
雨
よ
降
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武　
　

次
郎

ぼ
た
山
の
緑
し
た
た
る
高
さ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
井　

澄
枝

旱
星
衛
星
か
ぐ
や
月
の
魄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

党　
　

悦
子

ハ
モ
ニ
カ
や
八
十
路
は
悲
を
秘
め
終
戦
忌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

榎
本
ミ
ヨ
コ

雨
疲
れ
ひ
そ
と
色
づ
く
額
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
木
喜
久
代

〔
川
柳
〕

種
蒔
い
て
明
日
あ
る
こ
と
を
疑
は
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
星
も
も
子

か
ば
焼
き
の
香
り
も
ゆ
ら
り
川
下
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
宮
み
ど
り

泥
の
川
私
の
ヘ
ド
ロ
捨
て
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
原　

大
恵

人
間
を
目
指
し
イ
ム
ジ
ン
河
渡
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
武　

秀
月

囮
鮎
許
し
て
寡
黙
な
る
川
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
﨑　

榮
市

川
の
字
で
寝
た
子
に
介
護
た
よ
る
日
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　

楢
原
と
よ
お
き

川
枯
れ
て
み
ん
な
村
か
ら
出
て
行
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
杢
ふ
さ
の

ふ
る
里
に
ダ
ム
は
要
ら
ぬ
と
川
が
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

成
子

財
産
が
傾
く
程
の
大
酒
豪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
井　

秀
子

嫌
な
人
傘
を
傾
け
や
り
過
ご
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀧
本　

章
志

傾
け
た
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
に
浮
く
慕
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
林　

藤
夫

左
右
傾
け
て
観
る
ピ
カ
ソ
の
絵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
城
千
代
子

陽
が
西
に
傾
く
今
日
の
負
け
い
く
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊
田　
　

愛

ほ
ど
ほ
ど
が
口
ぐ
せ
に
な
る
定
年
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
村
ヨ
シ
子

ほ
ど
ほ
ど
で
許
す
つ
も
り
の
花
を
買
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
井
す
み
子

ほ
ど
ほ
ど
の
自
信
を
杖
に
生
き
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　

さ
だ
き

立
ち
話
冷
凍
マ
グ
ロ
溶
け
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
尋
よ
し
恵

ほ
ど
ほ
ど
に
写
る
カ
メ
ラ
が
気
に
食
わ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀬
海　

与
一

人
間
は
鳥
か
ら
見
れ
ば
檻
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
名　

弘
道

〔
短
歌
〕

青
い
空
夏
の
暑
さ
が
身
に
沁
み
る
風

に
吹
か
れ
て
風
り
ん
の
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
原　

弘
子

や
ら
わ
か
き
光
と
共
に
梅
雨
が
き
て

今
日
は
雨
か
よ
明
日
は
晴
れ
か
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
田　
　

勝

　8月6日は広島に、8月9日は長崎に原爆が投下された日です。
　当日、広島市と長崎市では、慰霊及び平和祈念式典が行われます。
　8月6日(木)午前8時15分及び8月9日(日)午前11時2分から1分間サイレンを鳴
らします。サイレンを合図に、追悼と平和祈念のため黙とうを捧げましょう。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
俳
句
・
川
柳
・

短
歌
を
掲
載
希
望
の
方
は
、
楷
書

で
作
品
・
掲
載
希
望
月
と
連
絡
先

（
電
話
番
号
）
を
書
い
て
、
掲
載
希

望
月
の
前
々
月
末
ま
で
に
郵
送
か

直
接
窓
口
ま
で
。
お
ひ
と
り
１
点

の
応
募
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
町
企
画
課

　

広
報
広
聴
係　

☎(

９
３
８) 

２

　

３
１
１
・
内
線
２
３
３
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８月の税金

訪
問
介
護
員
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
）
２
級
養
成
研
修
の

受
講
生
募
集
【
平
日
コ
ー
ス
】

　

現
在
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

に
従
事
し
て
い
る
方
、
こ
れ
か
ら
従

事
し
よ
う
と
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、

養
成
研
修
を
行
い
ま
す
。

●
日
程

▽
講
義
・
演
習　

９
月
24
日(

木)

〜

　

12
月
１
日(

火)

ま
で
の
間
の
平
日

▽
実
習　

12
月
10
日(

木)

〜
平
成
22

　

年
２
月
19
日(

金)

ま
で
の
間
の
５

　

日
間

▽
修
了
式　

平
成
22
年
３
月
11
日(

木)

※
講
義
・
演
習
時
間
は
午
前
９
時
30

　

分
〜
午
後
４
時
45
分
の
予
定
、
日

　

程
は
都
合
に
よ
り
変
更
あ
り
（
実

　

習
に
つ
い
て
は
、
別
途
定
め
る
）

●
会
場

▽
講
義
・
演
習　

日
本
赤
十
字
社
福

　

岡
県
支
部
☎(

５
２
３) 

１
１
７
１

（
福
岡
市
南
区
大
楠
３
ー
１
ー
１
）

▽
実
習　

粕
屋
町
及
び
近
郊
市
町
村

　

内
の
施
設
を
利
用

●
対
象　

粕
屋
町
在
住
の
方

●
募
集
人
員　

３
名
（
多
数
の
場
合
、

　

粕
屋
町
介
護
支
援
課
に
て
抽
選
、

　

結
果
を
郵
送
に
て
通
知
）

●
申
込
期
間　

８
月
７
日(

金)

〜
８

　

月
20
日(

木
）

●
費
用

▽
２
０
、
０
０
０
円
（
受
講
料
・
テ

　

キ
ス
ト
代
含
む
）

▽
施
設
実
習
な
ど
に
お
け
る
健
康
診

断
書
の
提
出
及
び
予
防
接
種
な
ど

に
か
か
る
経
費
（
約
１
０
、
０
０

０
円
程
度)(

事
前
受
診
不
可
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

印
鑑
を
持
参
さ
れ
る
と
、
す
ぐ
に

申
請
が
で
き
ま
す
。

　

粕
屋
町
介
護
支
援
課
高
齢
者
支
援

係
☎(

９
３
８) 

２
３
１
１
内
線
５

５
５

　

申
込
書
は
、
粕
屋
町
役
場
介
護
支

援
課
高
齢
者
支
援
係
に
用
意
し
て

い
ま
す
。　

●
主
催　

(

財)

福
岡
県
市
町
村
振
興

　

協
会
☎(

６
５
１) 

１
１
２
１

●
委
託
先 

日
本
赤
十
字
社
福
岡
県

　

支
部
☎(

５
２
３) 

１
６
１
７

お盆の休日急患診療のお知らせ
８月14日(金)・15日(土)
　●内科・小児科・歯科
　　中南部休日診療所（久山町大字久原３１６８ー１）
　　☎６５２ー３１１９
　●外科
　　ひまわり病院（粕屋町大字仲原８８ー１）
　　☎９３８ー１１３１
◎診療時間は、いずれも午前９時～午後５時です。

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

左
の
か
た
が
た
よ
り
、
香
典
返
し
と
し
て
多
額
の
御
寄
附
を
賜
り
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

紙
面
を
か
り
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

御
寄
附
い
た
だ
い
た
ご
芳
志
は
、
十
分
尊
重
し
て
、
有
意
義
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（内科・小児科は、内科のみ・小児科のみとなる場合があります。）

町の人口
人　口　

21年

20年

19年

男 女 世帯数
6月末現在

21　年

前年対比

196件

-19件

0人

±0人

256人

-32人

5月末現在町内の交通事故発生状況

発生
発　生
件　数 死者数 負傷者数

区分

41,466

40,558

39,399

20,589

20,234

19,624

20,877

20,324

19,775

16,583

16,113

15,610

寄
附
を
受
納
さ
れ
た
団
体
名

寄　

贈　

主

亡
く
な
ら
れ
た
方

居

住

地

年
齢

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

江
辻
区
老
人
ク
ラ
ブ

江　

辻

池
田　

義
光

池
田　

光
男

43

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

内
橋
一
区
老
人
ク
ラ
ブ

内
橋
一

池
田　

正
則

池
田　

悦
子

73

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

上
大
隈
区
老
人
ク
ラ
ブ

上
大
隈

藤
本
八
重
子

藤
本　

輝
男

78

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

内
橋
一
区
老
人
ク
ラ
ブ

内
橋
一

安
達
志
津
子

安
達　

勝
己

83

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

上
大
隈
区
老
人
ク
ラ
ブ

上
大
隈

藤
田　

一
信

藤
田
キ
ミ
子

80

酒　

殿

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

安
河
内
有
為
子

安
河
内
禮
子

77

柚　

須

柚
須
区
老
人
ク
ラ
ブ

杉
浦
津
志
夫

杉
浦
ハ
ツ
エ

91

柚　

須

柚
須
区
老
人
ク
ラ
ブ

山
方
チ
カ
シ

山
方
シ
ノ
ブ

93

江　

辻

江
辻
区
老
人
ク
ラ
ブ

城
戸
ミ
サ
キ

城
戸　
　

東

86

若　

宮

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

若
宮
区

原
町
区

豊
原　

智
子

豊
原　

次
馬

76

原　

町

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

原
町
区

原
町
区
老
人
ク
ラ
ブ

高
木　

憲
三

高
木
ク
ニ
子

83

大　

隈

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

大
隈
区

大
隈
区
老
人
ク
ラ
ブ

八
尋　

善
次

八
尋
ツ
ト
ミ

82
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行　事　内　容 時　間 場　所 備　　　　　　　　　考日／曜日

８月の行事予定表８月の行事予定表８月の行事予定表

健康相談 9:00～12:00 役場玄関ホール 
親子オープンルーム 10:00～12:00 健康センター 乳幼児
赤ちゃん相談 13:00～15:30 健康センター 1歳6か月までの希望者（前日までに予約してください）
婦人がん検診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします
行政相談 10:00～12:00 福祉センター 
心配ごと・特設人権相談 10:00～15:00 福祉センター 弁護士は午前中のみ
おたのしみ園庭開放 10:00～11:30 中央保育所 水あそび
  サンレイクかすや 
粕屋町平和週間  JR原町駅 原爆パネル展
  JR長者原駅 
婦人がん検診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします
子育て支援イベント 10:00～11:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう　場所は別棟「ヴィラさんさん」
子育て支援イベント 11:00～12:30 わかば保育園 プール
婦人がん検診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします
婦人がん検診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします
子育て広場 10:00～11:30 仲原保育所 プールあそび
ＢＣＧ接種 12:50～13:45 健康センター おおむね生後３か月を過ぎてからの接種をお勧めします
子育て支援 10:00～11:00 大川保育所 プールあそび
子育て支援イベント 10:00～11:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう　場所は別棟「ヴィラさんさん」
子育て支援イベント 11:00～12:30 わかば保育園 室内・戸外あそび
交通事故･犯罪などの住民相談 10:00～12:00 粕屋町役場 防災会議室
パパとママのたまご学級（赤ちゃん編） 10:00～11:30 健康センター 赤ちゃんの扱い方（赤ちゃんの準備）
親子オープンルーム 10:00～12:00 健康センター 乳幼児
心配ごと相談 10:00～15:00 福祉センター 弁護士は午前中のみ
２歳児歯科健診 13:10～13:50 健康センター 平成19年4月生まれの児
子育て支援イベント 10:00～11:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう　場所は別棟「ヴィラさんさん」
子育て支援イベント 11:00～12:30 わかば保育園 室内・戸外あそび
園庭開放 10:00～11:00 西保育所 水あそび
パパとママのたまご学級（ママ編） 10:00～11:30 健康センター 妊娠中のからだの変化・食事について
10か月児健診、ブックスタート 13:00～13:45 健康センター 平成20年10月生まれの児
ウォーキング日 9:30　　　　 健康センター 町内をウォ－キング（どなたでも参加できます）
子育て広場 10:00～11:30 仲原保育所 プールあそび
３歳児健診 12:50～13:30 健康センター 平成18年7月生まれの児
9～10月実施分ポリオ投与電話予約開始　  8:30～　　　　　 健康センター    　　　   
子育て支援 10:00～11:00 大川保育所 プールあそび
子育て支援イベント 10:00～11:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう　場所は別棟「ヴィラさんさん」
子育て支援イベント 11:00～12:30 わかば保育園 共同製作（秋）
4か月児健診 13:00～13:45 健康センター 平成21年4月生まれの児
交通事故・犯罪などの住民相談 10:00～12:00 粕屋町役場 防災会議室
1歳6か月児健診 12:50～13:40 健康センター 平成20年1月生まれの児
親子オープンルーム 10:00～12:00 健康センター 乳幼児

〜

3　(月)

4　(火)

5　(水)

6　(木)

7　(金)

10　(月)

12　(水)

13　(木)

17　(月)

18　(火)

19　(水)

20　(木)

21　(金)

24　(月)

26　(水)

27　(木)

4　(火)

10　(月)

8/6　8:15 サイレンが鳴ります
8/9　11：02

31　(月)

行　事　内　容 時　間 場　所 備　　　　　　　　　考日／曜日

がん総合検診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします

行政相談 10:00～12:00 福祉センター 

心配ごと相談 10:00～15:00 福祉センター 弁護士は午前中のみ

がん総合検診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします

赤ちゃん相談 13:00～15:30 健康センター 1歳6か月までの希望者（前日までに予約してください）

1　(火)

2　(水)
3　(木)

９月上旬の行事予定表月上旬の行事予定表９月上旬の行事予定表９月上旬の行事予定表

※三種混合・MR（麻しん・風しん混合)・日本脳炎・二種混合予防接種は、県内指定医療機関で接種できます。※ポリオ投与は予約制です。
平成21年8月1日発行　編集・発行/粕屋町企画課広報広聴係　福岡県糟屋郡粕屋町駕与丁一丁目1番1号 　☎938-2311　印刷/（有）メイタク印刷




